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議題１ 令和８年度スポーツ関係団体補助金について 
 

令和８年度スポーツ関係団体補助金（地域スポーツ推進事業補助金） 審査一覧表（第２回） 
 
 以下について、申請があり内容を審査したところ、適正であることを確認しましたので、スポーツ基本法第３５条に基づきスポーツ推進審議会の意見を聴取します。 

 

 
№ 

 
団 体 名 

(交付要綱の名称) 代表者 
参加予定者数 

(名) 

令和８年度 
経費所要総額 

(円) 

令和８年度 
補助対象経費 

(円) 

・補助率 
・補助額 

令和８年度 
市補助予算額 

(円) 

審査結果 
（○,－） 

≪参考≫ 
令和７年度 
市補助予算額 

(円) 

≪参考≫ 
令和７年度 
市補助決算額 

(円) 

担当所管 

1 

西船地区町会自治会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 
文川 和雄 200 256,000 126,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

84,000 ○ - - 

生涯 
スポーツ課 

2 

二和地区自治会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 
田原 勝博 300 340,000 340,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

226,600 ○ 226,600 124,700 

3 

習志野台西習志野自治会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

朝比奈 敏勝 150 160,000 145,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

90,000 ○ 90,000 80,800 

4 

新高根・芝山地区自治会連絡協議会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

中澤 富夫 300 100,000 100,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

50,000 ○ 300,000 
- 

（事業中止） 

5 

坪井地区自治連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

田中 裕治 130 150,000 150,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

100,000 ○ 100,000 71,000  

6 

八木が谷地区自治連絡協議会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

藤本 千恵子 200 110,164 110,164 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

50,000 ○ 50,000 50,000  

7 

二宮・飯山満地区町会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

神田 廣栄 1,000 700,000 570,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

300,000 ○ 300,000 300,000 

8 

豊富地区連合町会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

飯島 秀人 500 600,000 580,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

300,000 ○ 300,000 179,400 
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議題１ 令和８年度スポーツ関係団体補助金について 

 
令和８年度スポーツ関係団体補助金（地域スポーツ推進事業補助金） 審査一覧表（第２回） 

 
 以下について、申請があり内容を審査したところ、適正であることを確認しましたので、スポーツ基本法第３５条に基づきスポーツ推進審議会の意見を聴取します。 

 

 
№ 

 
団 体 名 

(交付要綱の名称) 代表者 
参加予定者数 

(名) 

令和８年度 
経費所要総額 

(円) 

令和８年度 
補助対象経費 

(円) 

・補助率 
・補助額 

令和８年度 
市補助予算額 

(円) 

審査結果 
（○,－） 

≪参考≫ 
令和７年度 
市補助予算額 

(円) 

≪参考≫ 
令和７年度 
市補助決算額 

(円) 

担当所管 

9 
大穴地区町会自治会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 
・地域スポーツ奨励事業) 

渡辺 賢次 1,200 1,000,000 780,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

300,000 ○ 300,000 300,000 

生涯 
スポーツ課 

10 

本中山地区自治会町会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

桑野 直隆 1,200 650,000 510,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

300,000 ○ 300,000 300,000 

11 

高根・金杉地区自治会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

早川 淑男 1,000 450,000 364,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

240,000 ○ 230,000 230,000 

12 

松が丘地区町会自治会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

武田 久志 1,000 700,000 545,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

300,000 ○ 300,000 232,000 

13 

法典地区自治会連合会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

川崎 昇 3,000 500,000 500,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

300,000 ○ 300,000 254,100 

14 

塚田地区連合自治会 

(地域スポーツ推進事業補助金 

・地域スポーツ奨励事業) 

堀江 はつ 100 105,000 95,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

63,300 ○ 63,300 41,600 

15 

船橋市スポーツと健康を推進する会
（ジョイ＆スポーツ） 

(地域スポーツ推進事業補助金 
・地域スポーツ祭支援事業) 

村尾 節生 5,000 499,000 450,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・30万円以内 

300,000 ○ 300,000 163,800 

16 

船橋市スポーツと健康を推進する会
（スポーツの祭典） 

(地域スポーツ推進事業補助金 
・地域スポーツ祭支援事業) 

村尾 節生 3,000 280,000 238,000 

・補助対象経費の
2/3以内 

(100円未満切捨) 
・35万円以内 

158,600 ○ 200,000 1,000 
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議題２ 第二次船橋市生涯スポーツ推進計画 令和７年度進捗状況について 

 

１. 第二次船橋市生涯スポーツ推進計画の概要 

⚫ 策定：令和４年３月 

⚫ 計画期間：令和４年度～令和８年度 

⚫ 計画の位置づけ 

スポーツ基本法に基づき、国の「スポーツ基本計画」及び県の「千葉県体育・スポーツ

推進計画」を参酌するとともに、船橋市の他計画との連携・整合を図りながら、船橋市

の状況を踏まえ、市民のスポーツ活動を推進するための計画 

⚫ 事業の位置づけと計画の評価 

 不測の事態の発生等により、取り組むべき事業の優先順位の変更や、新たな事業の

追加などが生じることなどに、柔軟に対応していくため、計画内には各施策に対応

する事業の位置づけは行わず、「各施策対応事業管理表」を作成し管理する。 

 計画全体の進捗状況を毎年点検することを目的として、基本施策 1～3のそれぞれに

毎年測定が可能な指標とその方向性を設定し、結果を船橋市スポーツ推進審議会に

報告する。 

 「各施策対応事業管理表」についても、船橋市スポーツ推進審議会に報告し、意見

聴取の結果を事業所管課にフィードバックするとともに、指摘・提案事項等に基づ

いて管理表を更新する。 

２. 指標の報告 ※令和３年度は参考 

施策名 指標名 
方向

性 

令和 

３年度※ 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

令和 

６年度 

令和 

７年度 

[機会づく

り] 

基本施策１ 

市主催事業

の参加者数 ↗ 
25,888 

人 

120,154 

人 

128,456 

人 

131,350 

人 

135,981 

人 

[環境づく

り] 

基本施策２ 

市体育施設

の利用者数 ↗ 
1,638,962 

人 

2,215,559 

人 

2,555,532 

人 

2,426,135 

人 

2,397,672 

人 

[人・組織づ

くり] 

基本施策３ 

スポーツ関

係団体の団

体数・会員

数 

↗ 
65団体 

36,441人 

65団体 

36,546人 

65団体 

34,528人 

65団体 

36,678人 

64団体 

35,144人 

地域住民と

の連携・協

働により行

った事業の

実施回数 

↗ 113回 280回 379回 401回 371回 

３. 各施策対応事業管理表の報告 

 【別冊３】各施策対応事業管理表 
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別冊２ 





船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、スポーツに関する事業をとおして、地域の交流を深めたり、コミュニ

ティーづくりに役立てたりすることを目的として行う事業に対し、船橋市地域スポーツ

推進事業補助金（以下「補助金」という。）を交付することに関し、船橋市補助金等の交

付に関する規則（昭和５６年規則第５０号、以下「規則」という。）に定めがあるものの

ほか必要な事項を定め、該当補助金を交付することにより、市民に対しスポーツを体験

できる場を増やすことを目的とする。 

（補助対象団体） 

第２条 補助金の交付を受け取ることのできる団体は、社会教育法（昭和２４年法律第２

０７号）第１０条に規定する社会教育関係団体として、船橋市教育委員会に登録した次

の号に掲げる団体（以下「補助対象団体」という。）とする。 

（１） 市内町会、自治会が相互の連携を図るため、地域的に組織している団体 

（地区自治会連絡協議会・地区町会連合会・地区連絡協議会・地区自治会町会連合会・

地区連合町会・地区連合自治会・地区町会自治会連合会・地区自治連合会・地区自

治会連合協議会・地区自治会連合会・町会自治会連合会・地区町会自治会連絡協議

会・地区自治連絡協議会） 

（２） 船橋市スポーツと健康を推進する会 

（補助対象事業） 

第３条 補助金交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、別表に掲げる

補助対象事業のうち、市長が必要と認める事業とする。 

（補助対象経費） 

第４条 補助金の交付対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、前条の補助対

象事業を実施するために要する費用のうち、別表に掲げる補助対象経費のとおりとする。

ただし、国、県及び市の定める他の制度を活用し補助を受ける経費がある場合には、こ

れを当該事業の補助対象経費からは除くものとする。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、次の各号に定めるところによる。 

（１）補助金の交付限度額は予算の範囲内とする。 

（２）補助金の額は、補助対象経費に別表に掲げるとおりの補助率を乗じて得た額とす

る。ただし、百円未満の端数があるときは、これを切り捨てるものとする。 

 （補助金の交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、船橋市地域スポ

ーツ推進事業補助金交付申請書（第１号様式）に次の書類を添えて市長に提出しなければ

ならない。 

（１）事業計画書 

（２）収支予算書 

（３）前年度決算書 

- 1 -



（４）その他市長が必要があると認める書類 

２ 申請者は、前項の規定により申請するに当たって、当該補助金に係る消費税及び地方消

費税に係る仕入控除税額（補助対象経費に含まれる消費税及び地方消費税相当額のうち、

消費税法（昭和６３年法律第１０８号）の規定により仕入れに係る消費税額として控除で

きる部分の金額及び当該金額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定による地方

消費税の税率を乗じて得た金額をいう。以下「消費税仕入控除税額」という。）を減額し

て申請しなければならない。ただし、申請時において当該補助金に係る消費税仕入控除税

額が明らかでないものについては、この限りでない。 

（補助金の交付の意見聴取） 

第７条 市長は補助金の交付決定にあたっては、スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）

第３５条の規定により、スポーツ推進審議会の意見を聞くものとする。 

（交付可否の決定等） 

第８条 市長は、第６条の規定による申請を受理したときは、その内容を審査し、交付の可

否及び補助金の額を決定し、その旨を船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付決定通知

書（第２号様式）により、申請者に通知する。 

２ 市長は、第６条第２項ただし書の規定による交付の申請がなされたものについては、補

助金の額の確定において当該補助金に係る消費税仕入控除税額を減額する旨の条件を付

して、交付の決定を行うものとする。 

（変更等の承認申請） 

第９条 前条の規定により交付する旨の決定の通知を受けた者（以下「補助事業者」という。）

は、補助金に係わる事業（以下「補助事業」という。）の計画変更（市長が認める軽妙な

変更は除く。）をしようとするとき、又は補助事業を中止しようとするときは、船橋市地

域スポーツ推進事業補助金事業の計画変更・中止・廃止申請書（第３号様式）により、

速やかに市長に申請しなければならない。 

（補助金の交付決定の取り消し及び返還） 

第１０条 補助事業者が次の各号のいずれかに該当する行為を行なった時は、補助金の交付

決定を取り消し、又は既に交付した補助金の全部、又は一部の返還を命ずるものとする。 

（１）偽りその他不正な手段により、交付決定を受けたとき。 

（２）交付を受けた補助金を、補助対象以外の用途に使用したとき。 

（３）補助金の交付決定の内容及び、これに附した条件に違反したとき。 

（実績報告） 

第１１条 補助事業者は、当該補助事業等が完了したときはその完了した日から起算して２

０日を経過する日又は補助金等の交付決定に係る会計年度が終了する日のうちいずれか

早い日までに、船橋市地域スポーツ推進事業補助金実績報告書（第４号様式）に次の書類

を添えて、市長に報告しなければならない。 

  （１）収支決算書 

  （２）その他市長が必要があると認める書類 

２ 第６条第２項ただし書の規定による交付の申請がなされたものについては、補助事業者
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が前項の規定による実績報告を行うに当たって、当該補助金に係る消費税仕入控除税額

が明らかな場合には、当該消費税仕入控除税額を減額して報告しなければならない。 

（補助金の交付額の確定） 

第１２条 市長は、前条の規定による報告があったときは、その内容を審査し、補助金の額

を確定し、その旨を、船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付額確定通知書（第５号様式）

により、補助事業者に通知する。 

（交付時期） 

第１３条 補助金は、前条の規定により確定した額を補助事業が完了した後において交付す

る。ただし、市長が必要があると認めるときは、補助事業の完了前に交付することができ

る。 

２ 補助事業者は、前項ただし書きの規定により補助事業の完了前に補助金の交付を受けよ

うとするときは、船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付請求書（第６号様式）により市

長に請求しなければならない。 

（補助金の精算） 

第１４条 補助事業者が、前条第１項ただし書きの規定により補助事業の完了前に補助金の

交付を受けた場合であって、第１２条の規定による補助金の額の通知を受けたときは、精

算の手続きをとらなければならない。 

２ 前項の規定において、不足が生じた場合にあっては不足額を請求し、残額が生じた場合

にあってはこれを返納しなければならない。 

（財産の処分の制限） 

第１５条 申請者は、事業により取得し、又は効用の増加した不動産及びその従物並びに事

業により取得し、又は効用の増加した価格が単価３０万円以上の機械及び器具については、

減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）で定める耐用年

数を経過するまで、市長の承認を受けないでこの補助金の交付の目的に反して使用し、譲

渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供してはならない。 

（書類の整備及び保存年限） 

第１６条 事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出について

証拠書類を整理し、当該帳簿及び証拠書類を事業完了後１０年間保管しておかなければな

らない。ただし、事業により取得し、又は効用の増加した単価３０万円以上の財産がある

場合は、前記の期間を経過後、当該財産の財産処分が完了する日、又は減価償却資産の耐

用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）で定める耐用年数を経過する日の

いずれか遅い日まで保管しておかなければならない。 

（消費税仕入控除税額の確定に伴う補助金の返還） 

第１７条 補助事業者は、補助事業完了後に、消費税及び地方消費税の申告によりこの補助

金に係る消費税仕入控除税額が確定した場合（仕入控除税額が０円の場合を含む。）は、

船橋市地域スポーツ推進事業補助金に係る消費税仕入控除税額報告書（第７号様式）によ

り速やかに、遅くとも補助事業完了日の属する年度の翌々年度の６月３０日までに市長に

報告しなければならない。ただし、当該補助金に係る消費税仕入控除税額を減額して実績
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報告を行った場合には、この限りでない。 

なお、補助事業者が全国的に事業を展開する組織の一支部（又は一支社、一支所等）で

あって、自ら消費税及び地方消費税の申告を行わず、本部（又は本社、本所等）で消費税

及び地方消費税の申告を行っている場合は、本部の課税売上割合等の申告内容に基づき報

告を行うこと。 

また、当該補助金に係る消費税仕入控除税額があることが確定した場合には、当該仕入

控除税額を市に返還しなければならない。 

（その他） 

第１８条 この要綱に定めるものの他、必要な事項は、市長が別に定めるものとする。 

 

附 則 

  この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

  この要綱は、平成２７年２月１日から施行する。 

附 則 

  この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

  この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

  この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

  この要綱は、令和４年６月１日から施行する。 
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別表 
補助対象団体 補助対象事業 補助対象経費 補助率及び限度額 

地区自治会連

絡協議会等 

 

 

 

 

 

 

ｱ)地域スポーツ奨

励事業 

報償費 

旅費 

消耗品費 

備品購入費 

印刷製本費 

手数料 

通信運搬費 

保険料 

使用料及び賃借料 

補助率は、補助対象経費に 3 分の

2 を乗じた額（100 円未満がある

ときは、これを切り捨てた額）の

範囲内とし、１地区の補助金の額

が 30 万円を超えるときは、30 万

円とする。 

船橋市スポー

ツと健康を推

進する会 

 

ｲ)地域スポーツ祭

支援事業（ジョイ

＆スポーツ、スポ

ーツの祭典） 

報償費 

旅費 

消耗品費 

備品購入費 

印刷製本費 

手数料 

通信運搬費 

保険料 

使用料及び賃借料 

 

補助率は、補助対象経費に 3 分の

2 を乗じた額（100 円未満がある

ときは、これを切り捨てた額）の

範囲内とし、ジョイ＆スポーツの

補助金の額が 30 万円を超えると

きは、30 万円とし、スポーツの

祭典の補助金の額が 35 万円を超

えるときは、35 万円とする。 

備考 

１ 上記の対象経費のうち、領収書等により明確にできるものに限る。 

２ 報償費は、団体の構成員に対するものは補助対象外とする。 
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第１号様式 

船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付申請書 

 

                  年  月  日 

船橋市長 あて 

 

                申請者 所 在 地 

                    団 体 名 

                    代表者氏名 

 

 補助金の交付を受けたいので、船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付要綱第６条の規定

により、次のとおり申請します。 

補助年度  年度 補助金の名称 船橋市地域スポーツ推進事業補助金 

補助対象 

事業 

区 分 
１．地域スポーツ奨励事業 

２．地域スポーツ祭支援事業 

名 称  

実施年月日  

実施場所  

目的・内容  

参加予定人数  

経費所要総額 円 

交付申請額 円 

添付書類 
１．事業計画書  ２．収支予算書 

３．その他（                ） 

消費税の適用に関する事項（該当するものに☑） 

(1) 補助金交付額の算定 

□消費税額を補助対象経費に含めないで補助金交付額を算定 
□消費税額を補助対象経費に含めて補助金交付額を算定 
※確定申告により仕入税額控除した消費税に係る補助金相当額が確定後、「消費税仕入控除税額
報告書」の提出が必要となります（返還額が０円の場合も含む）。 
 

(2) (1)で「消費税を補助対象経費に含めて補助金交付額を算定」を選択した理由 

□免税事業者である 

□簡易課税事業者である 

□消費税法別表第３に掲げる法人等であって特定収入割合が５％を超える 

□その他（                           ） 
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第２号様式 

          

船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付決定通知書 

 

                         船橋市教育委員会ス指令第  

号 

    年   月   日 

申請者 所 在 地 

    団 体 名 

    代表者氏名        様 

 

                       船橋市長           印 

 

     年  月  日付申請のあった補助金の交付について次のとおり決定したので、

船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付要綱第８条の規定により通知します。 

補助年度   年度 補助金の名称 船橋市地域スポーツ推進事業補助金 

補助対象事業 

の区分 

１．地域スポーツ奨励事業 

２．地域スポーツ祭支援事業 

補助事業の名称  

経費所要総額のうち

補助対象となる経費 
円 

交付決定額 円 

交 付 条 件 １．補助事業の内容又は対象経費の配分の変更をするときは、市長

の承認を得ること 

２．補助事業を中止又は廃止するときは、市長の承認を得ること。 

３．補助事業が予定の期間内に完了しないとき又は遂行が困難とな

ったときは、速やかに市長に報告してその指示を受けること。 

４．申請時において当該補助金に係る消費税仕入控除税額が明らか

でないものについては、補助金の額の確定において当該補助金に

係る消費税仕入控除税額を減額すること。 

（注）上記の決定に対して異議があるときは、速やかに文書で申請を取下げること。
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第３号様式 

船橋市地域スポーツ推進事業補助金事業の計画変更・中止・廃止申請書 

 

  年  月  日 

船橋市長 あて 

 

補助事業者 所 在 地 

団 体 名 

代表者氏名 

 

補助事業を（計画変更・中止・廃止）したいので、船橋市地域スポーツ推進事業補助金交

付要綱第９条の規定により、次のとおり申請します。 

指令年月日  年  月  日 指令番号 船橋市教育委員会教ス指令第 号 

補助年度    年度 補助金の名称 船橋市地域スポーツ推進事業補助金 

補助事業の名称 
１．地域スポーツ奨励事業 

２．地域スポーツ祭支援事業 

変更又は中止（廃止）の

理由 
 

（変更の場合） 

補助事業等の内容 

（変更前） 

 

（変更後） 

 

変更又は中止（廃止）

年月日 
年  月   日（予定） 

添付書類  
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第４号様式 

船橋市地域スポーツ推進事業補助金実績報告書 

 

                          年  月  日 

船橋市長  あて 

 

                 補助事業者 所 在 地 

                       団 体 名 

                       代表者氏名 

 

 補助事業が完了したので、船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付要綱第１１条の規定に

より、補助事業の実施状況を次のとおり報告します。 

指令年月日   年  月  日 指令番号 船橋市教育委員会ス指令第  号 

補助年度 年度 補助金の名称 船橋市地域スポーツ推進事業補助金 

補助対象事業 

区 分 
１．地域スポーツ奨励事業 

２．地域スポーツ祭支援事業 

名 称  

施行場所  

実施年月日  

参加人数  

交付決定額 円 

既交付額 円 

補助対象経費精算額 円 

添付書類 １．収支決算書 ２．その他（            ） 
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第５号様式 

 

船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付額確定通知書 

                            

                             船教ス第      号 

                                 年  月  日 

補助事業者 所 在 地 

      団 体 名 

      代表者氏名         様 

 

                        船橋市長          印 

 

     年  月  日付で実績報告のありました補助事業について、次のとおり船橋市

地域スポーツ推進事業補助金の額を確定しましたので、船橋市地域スポーツ推進事業補助金

交付要綱第１２条の規定により、通知します。 

指令年月日   年  月  日 指令番号 船橋市教育委員会教ス指令第 号 

補助年度    年度 補助金の名称 船橋市地域スポーツ推進事業補助金 

補助事業の名称 

 
１．地域スポーツ奨励事業 

２．地域スポーツ祭支援事業 

交付決定額 

 

 

円 

補助対象経費精算額 

 

 

円 

補助率 

 

 

％ 

交付確定額 

 

 

円 
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第６号様式 

 

船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付請求書 

               

                      年  月  日 

船橋市長 あて 

 

                補助事業者 所 在 地 

                      団 体 名 

                      代表者氏名 

 

船橋市地域スポーツ推進事業補助金交付要綱第１３条第２項の規定により、船橋市地域ス

ポーツ推進事業補助金の交付を次のとおり請求します。 

指令年月日   年  月  日 指令番号 船橋市教育委員会教ス指令第 号 

補助年度     年度 補助金の名称 船橋市地域スポーツ推進事業補助金 

補助事業の名称 
１．地域スポーツ奨励事業 

２．地域スポーツ祭支援事業 

交付決定額 円 

既交付額 円 

未交付額 円 

今回請求額 円 

添付書類 
１．補助金交付決定通知書の写し 

２．その他（                  ） 
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第７号様式 

 

船橋市地域スポーツ推進事業補助金に係る消費税仕入控除税額報告書 

 

年  月  日 

 

船橋市長 あて 

補助事業者 所 在 地 

      団 体 名 

      代表者氏名 

                

 年 月 日付船橋市教育委員会教ス指令第 号により交付決定があった船橋市地域

スポーツ推進事業補助金について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

 １ 補助金交付確定額 

金                  円 

 

２ 確定申告により確定した船橋市地域スポーツ推進事業補助金に係る消費税仕入控除税

額 

（※消費税の申告義務がない場合も０円と記載すること） 

金                  円 

 

※０円の場合はその理由について☑ 

□消費税の申告義務がない 

□簡易課税方式による申告を行っている 

□消費税法別表第３に掲げる法人等であって特定収入割合が５％を超える 

□その他（返還額算出シートによる計算の結果、返還額が０円だった場合など） 

 

３ 添付資料 

・返還額算出シート 

（申告義務がない、簡易課税方式、消費税法別表第３に掲げる法人等であって特定収入割

合が５％を超える事業者は添付不要） 
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令和８年度 

第２回 船橋市スポーツ推進審議会 

 

 

 

第二次船橋市生涯スポーツ推進計画 

各施策対応事業管理表 

 

 

 

 

 

 

船橋市教育委員会 生涯学習部 

生涯スポーツ課 

 
 

別冊３ 



第二次船橋市生涯スポーツ推進計画　各施策対応事業管理表まとめ　【令和７年度版】
令和８年３月３１日時点
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1

2

令和８年３月３１日時点

実績値

令和３年度
（参考数値）

令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和７年度
実績
区分 所感

事業
区分

目標
区分 詳細

1 スポーツの捉え方の意識改革

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

スポーツは健康によく、生活に身近で、気軽に楽しめるものであるという意識
の醸成が図られるよう、イベントやホームページ等で市民にPRを行います。

2 誰もが参加しやすいスポーツ
教室の推進

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

多様な市民ニーズの把握に努め、市民自らが主体的にスポーツ活動に取り組め
るよう誰もが参加しやすい教室となるよう、関係団体や指定管理者等と連携し
ながら開催します。

● ①

参加者数

→

679 77,175 79,580 90,201 94,133

↗

教室参加者は増加傾向であり、
指定管理者の自主事業による教
室が開催された。

継続 →

参加者を確保するため、引き続
き教室の周知を行う。

総合計画・一番星・高
齢者介護事業計画

3 市民体育大会開催への支援

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

競技力の向上だけでなく、スポーツの持つ効用が発揮できるよう、幅広い層の
市民が参加きるような大会運営について船橋市スポーツ協会を支援します。

● ①

参加者数

↗

24,931 41,311 46,723 41,056 39,661

↘

春季28競技、秋季31競技を開
催できた。
開催する競技の減少や競技に
よっては参加者数の減少があっ
た。

継続 ↗

市民のスポーツの機会を作るた
め、大会開催を継続していく。
参加者を増やせるよう市民への
周知を工夫していく。

総合計画・一番星

4 市民マラソン大会・駅伝大会
の開催

● ●

生涯スポーツ課

継続

船橋市マラソン・駅伝実行委員会と連携し、広く市民にマラソン・駅伝競技を
普及し、併せて体力の向上とスポーツの振興を図ることを目的とし、幅広い市
民が参加できる大会の開催を推進します。

● ①

参加者数

↗

0 1,289 1,953 0 1,918

↗

マラソン・駅伝ともに2年ぶりの
開催となった。
駅伝については、これまでの2大
会を統合し、新たに「船橋駅伝
フェスティバル」を実施した。

継続 ↗

安全で継続的な大会を開催し、
より市民が参加しやすい大会を
目指していく。

総合計画・一番星

5 公民館等におけるスポーツ教
室の開催 ●

中央公民館

継続

公民館において、地域住民のニーズに応じたスポーツ教室など、健康に関する
事業を推進します。

6 健康教育の充実

●

地域保健課

継続

各保健センターにおいて、市民の健康保持・増進や生活習慣病予防等のため
に、運動習慣づくり教室等、健康教育事業を推進・充実します。また、各保健
センターと他の施設、他課と連携を図りながら、地域に出向いて地域住民の健
康づくりの支援・啓発をします。

7 公園を活用した健康づくり事
業の推進 ● ●

地域保健課
拡大

運動習慣が身につけられるよう、身近な公園を活用した健康づくりを検討し、
推進していきます。

8 健康ポイント事業の推進

●

地域保健課

拡大

健康に関心のある人だけではなく、無関心な人や関心はあるが取り組むきっか
けがない人も健康づくりが取り組めるように事業を推進していきます。令和7年
度にシステム改修を行い、企業グループ登録機能を追加しました。

1 プロ・トップスポーツチーム
の魅力発信

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

千葉ジェッツふなばしやクボタスピアーズ船橋・東京ベイの展示を行ったり、
市広報紙では特集を組む等、船橋市を拠点としたチームの魅力を発信し、市民
が一丸となって応援することで地域の繋がりを強くするとともに、市民のス
ポーツへの関心を高めます。

2 プロ・トップスポーツアス
リートによるスポーツ教室

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

千葉ジェッツふなばしやクボタスピアーズ船橋・東京ベイ等による、スポーツ
教室を開催し、トップレベルの選手から直接指導を受けることにより、子供た
ちに夢や希望を与え、スポーツへの関心を高めます。

●

実施回数
参加者数

→

2
266

8
727

6
819

5
509

5
400

→

昨年と同様多くの応募の中から
実施校を5校に調整し、実施する
ことができた。

継続 →

プロスポーツチームによる活動
は、スポーツを推進する上で有
効な活動であることから継続す
る。

総合計画

3 プロ・企業スポーツ連携推進
事業

● ● ● ● ●

政策企画課

新規

プロ・企業スポーツチーム及び関係機関と連携し、交流・関係人口の創出、地
域・経済の活性化を推進するため、船橋市プロスポーツ等連携推進委員会を設
立し、イベントやシティプロモーション等を行います。

●

多くの方が参加可能な地域イベ
ントや人通りの多い場所への
チーム装飾などにより、チーム
の認知度、応援機運、愛着度等
が高まるとともに、まちの賑わ
いの創出につながったと考えて
いる。

拡大

令和7年度の事業を継続すること
を基本とするが、新規事業の実
施や既存事業のブラッシュアッ
プなどにより、事業規模の拡大
を目指す。
また、商工振興課に所管課が
移ったことに伴い、市内の経済
関係団体等との連携強化を図
る。

船橋市実施計画

1 親子や家族で参加できるス
ポーツイベントの推進

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

親子や家族で参加できるスポーツイベントを船橋市スポーツ協会、船橋市ス
ポーツ推進委員協議会、指定管理者等と連携を図りながら、参加枠の拡大を推
進します。（Ex：市民マラソン大会等）

●

各団体と連携して多くの事業を
実施することができた。

継続

スポーツイベントについて、関
係団体と連携を図りながら検討
する。

2 親子教室等の開催
● ●

地域子育て支援課
継続

児童ホームにおいて、親子ふれあい教室等成長過程に合わせた体力づくりなど
の事業を推進します。

3 プレーパーク
●

青少年課
継続

船橋市立大神保青少年キャンプ場を会場とした、自然遊び体験

基本
施策

施策
番号

2 プロスポーツ
チームと連携
したスポーツ
の魅力発信

2 子供のスポーツ機
会の充実と体力向
上

1 幼児期からの
運動習慣づく
りの推進

事業課へ毎年進捗調査項目 該当事業のみ 該当事業のみ
昨年度までの調査結果

実績 令和８年度方向性

特記事項等

1 1 広く市民を対象と
したスポーツの推
進

1 スポーツを始
めるきっかけ
づくり

概要
毎年
点検
事業

毎年
測定
指標

点検指標
目標
区分

する みる
ささ
える

連携
・協働 所管課

事業
区分

該当事業のみ毎年調査項目
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■毎年測定指標（生涯スポーツ課の所管する事業・施設） 方向性

基
本
施
策

①市主催事業の参加者数 ↗

②市体育施設の利用者数 ↗

3

施策
取組
番号 取組名 事業名 再掲あ

り

実績値

③スポーツ関係団体の団体数・会員数 ↗

④地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 ↗

【する・みる・ささ
える】
する：参加したり、
利用することで実際
にスポーツを行う事
業
みる：単純に見た
り、応援、観戦に関
する事業
ささえる：関係団体
への支援や人材の確
保・育成に関する事
業

「連携・協
働」

地域住民や企
業等と連携・
協働している
事業

「事業区分」
事業の区分を「新規」「変更」「拡大」「継続」から
選択

・必要に応じて次の通り区分を更新してください。
【新規】令和７年度に開始または令和８年度以降に開
始することを想定している場合
【変更】令和７年度から事業の実施方法等について変
更を加えた場合（縮小や終了予定を含む）
【拡大】令和７年度から事業規模を拡大して実施した
場合
【継続】令和６年度と変更なく事業を実施した場合

「概要」

「区分」で「変
更」または「拡
大」を選択した
場合、変更点や
拡大する内容を
明確に記載

「毎年点検事業」
・毎年点検を行う事
業。
■生涯スポーツ課所
管事業で、総合計
画、船橋の教育
2020、一番星プラ
ンに位置付けている
事業。
■施策を点検するこ
とに適した事業

「毎年測定指標」
毎年測定指標に該当する場
合①～④のいずれかを入
力。
①市主催事業の参加者数
②市体育施設の利用者数
③スポーツ関係団体の団体
数・会員数
④地域住民（行政以外の主
体）との連携・協働により
行った事業の実施回数

「点検指標」
・毎年数値で計測可能
かつ、5月末頃までに
提出可能なもの
・複数の指標も設定可
能
・総合計画、船橋の教
育2020、一番星プラ
ンに位置付けている指
標
・必ずしも設定する必
要はない。

「目標区分」
「評価指標」に対する
目標の区分を
【↗】【→】から選択

令和７年度の「評価指
標」の実績の方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

「実績区分」：【↗】
【→】【↘】から選択
令和７年度の実績値が
前年度と比較して
【↗】向上した
【→】変化なし
【↘】低下した

「事業区分」：【新規】【変更】【拡
大】【継続】から選択

【新規】令和８年度から開始する場合
【変更】令和８年度から事業の実施方法
等について変更を加える場合
【拡大】令和８年度から事業規模を拡大
して実施していく場合
【継続】令和７年度と変更なく事業を実
施する場合

「目標区分」：
【↗】【→】から選
択
令和８年度の実績の
方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

-1-
- 2 - - 2 -

355631
長方形
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令和８年３月３１日時点

実績値

令和３年度
（参考数値）

令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和７年度
実績
区分 所感

事業
区分

目標
区分 詳細

基本
施策

施策
番号

事業課へ毎年進捗調査項目 該当事業のみ 該当事業のみ
昨年度までの調査結果

実績 令和８年度方向性

特記事項等概要
毎年
点検
事業

毎年
測定
指標

点検指標
目標
区分

する みる
ささ
える

連携
・協働 所管課

事業
区分

該当事業のみ毎年調査項目
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■毎年測定指標（生涯スポーツ課の所管する事業・施設） 方向性

基
本
施
策

①市主催事業の参加者数 ↗

②市体育施設の利用者数 ↗

3

施策
取組
番号 取組名 事業名 再掲あ

り

実績値

③スポーツ関係団体の団体数・会員数 ↗

④地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 ↗

【する・みる・ささ
える】
する：参加したり、
利用することで実際
にスポーツを行う事
業
みる：単純に見た
り、応援、観戦に関
する事業
ささえる：関係団体
への支援や人材の確
保・育成に関する事
業

「連携・協
働」

地域住民や企
業等と連携・
協働している
事業

「事業区分」
事業の区分を「新規」「変更」「拡大」「継続」から
選択

・必要に応じて次の通り区分を更新してください。
【新規】令和７年度に開始または令和８年度以降に開
始することを想定している場合
【変更】令和７年度から事業の実施方法等について変
更を加えた場合（縮小や終了予定を含む）
【拡大】令和７年度から事業規模を拡大して実施した
場合
【継続】令和６年度と変更なく事業を実施した場合

「概要」

「区分」で「変
更」または「拡
大」を選択した
場合、変更点や
拡大する内容を
明確に記載

「毎年点検事業」
・毎年点検を行う事
業。
■生涯スポーツ課所
管事業で、総合計
画、船橋の教育
2020、一番星プラ
ンに位置付けている
事業。
■施策を点検するこ
とに適した事業

「毎年測定指標」
毎年測定指標に該当する場
合①～④のいずれかを入
力。
①市主催事業の参加者数
②市体育施設の利用者数
③スポーツ関係団体の団体
数・会員数
④地域住民（行政以外の主
体）との連携・協働により
行った事業の実施回数

「点検指標」
・毎年数値で計測可能
かつ、5月末頃までに
提出可能なもの
・複数の指標も設定可
能
・総合計画、船橋の教
育2020、一番星プラ
ンに位置付けている指
標
・必ずしも設定する必
要はない。

「目標区分」
「評価指標」に対する
目標の区分を
【↗】【→】から選択

令和７年度の「評価指
標」の実績の方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

「実績区分」：【↗】
【→】【↘】から選択
令和７年度の実績値が
前年度と比較して
【↗】向上した
【→】変化なし
【↘】低下した

「事業区分」：【新規】【変更】【拡
大】【継続】から選択

【新規】令和８年度から開始する場合
【変更】令和８年度から事業の実施方法
等について変更を加える場合
【拡大】令和８年度から事業規模を拡大
して実施していく場合
【継続】令和７年度と変更なく事業を実
施する場合

「目標区分」：
【↗】【→】から選
択
令和８年度の実績の
方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

1 小中学校における個に応じた
指導の充実

● ●

保健体育課

継続

積極的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、豊かなスポーツライフの
基礎を培えるよう、個に応じた指導の充実を図ります。

●

運動そのものの楽しさに触れる
授業づくりを教員に指導してき
た結果、豊かなスポーツライフ
の実現に目を向けた授業が浸透
してきた。 継続

体育主任研修会、学校訪問及び
要請訪問にて、体育科の授業づ
くりについて教員へ指導してい
く。

船橋の教育2020

2 教育活動をとおした体力向上
の推進 ●

保健体育課
継続

体力向上や健康・安全に関する指導については、学校全体としての指導体制を
確立し組織的な活動を推進します。

3 体力向上推進委員会の充実
● ●

保健体育課
継続

各学校で設置している体力向上推進委員会を中心に、教育活動全体を通じて意
図的・計画的に児童生徒の体力の向上を図ります。

船橋の教育2020

4 研修の充実と指導者の資質の
向上 ●

保健体育課

継続

「生きる力」をはぐくむための教育計画を作成し、教材研究や実技研修、授業
研究等の校内研修を充実させるとともに、校内研修にも積極的に参加し、指導
力を高めます。

5 学校体育施設・用具の安全管
理の徹底 ●

保健体育課
継続

年１回、体育主任に対し、安全管理について研修を行うとともに、各学校を巡
回し、施設、遊具の点検を実施し、必要に応じ修理を行います。

6 安全点検の徹底
●

保健体育課
継続

年１回、安全主任に対し、安全点検の研修を行うとともに、月１回の安全点検
を実施し、施設、用具等の安全の確認の徹底を図っています。

7 学校における健康相談
●

保健体育課
継続

養護教諭、栄養教諭、学校栄養職員による児童生徒の健康相談活動の充実を図
ります。

1 総合型地域スポーツクラブの
支援・育成

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

町会・自治会、各地区スポーツ推進委員へのPRや市のホームページで活動を紹
介する等、子供から大人まで、それぞれのレベルに応じて参加することができ
る総合型地域スポーツクラブの必要性を啓発し、クラブの設立・運営等につい
て支援します。 ● ③

団体数
会員数

↗

4
1,939

4
1,762

4
1,714

4
1,652

4
1,448

↘

会員数は若干減少したが、地域
住民が自主的に運営し、誰でも
身近な地域でスポーツに親しむ
ことができるスポーツクラブと
して定着している。

継続 ↗

開設・運営相談や設立３年に満
たないクラブに船橋市総合型地
域スポーツクラブ育成事業補助
金を交付するなどの支援を継続
する 。

総合計画・船橋の教育
2020・一番星

2 教育活動指導者の派遣
●

保健体育課
継続

専門的な指導力を備えた指導者を必要とする小・中学校に対して指導者を派遣
し、運動部活動の充実を図ります。

船橋の教育2020

3 運動部活動と生涯スポーツ活
動との連携 ● ●

保健体育課
継続

学校の運動部活動とスポーツ関係団体との連携を図り、支援していく体制を進
めていきます。

4 市立船橋高等学校との連携

● ● ●

保健体育課

継続

市立船橋高等学校と連携し、小中学生対象の実技講習会や合同練習等を実施
し、併せて指導者対象の研修会等を計画、実施し、運動部活動の充実を図りま
す。

1 成人健康相談の充実
● ●

地域保健課
継続

地域において公民館・町会・自治会等との連携を図りながら、生活習慣病予防
や健康づくり全般に関する相談事業を推進します。

2 誰もが参加しやすいスポーツ
教室の推進（再掲）

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

多様な市民ニーズの把握に努め、市民自らが主体的にスポーツ活動に取り組め
るよう誰もが参加しやすい教室となるよう、関係団体や指定管理者等と連携し
ながら開催します。

● ①

参加者数
(1-1-1-2再
掲）

→

679 77,175 79,580 90,201 94,133

↗

教室参加者は増加傾向であり、
指定管理者の自主事業による教
室が開催された。

継続 →

参加者を確保するため、引き続
き教室の周知を行う。

総合計画・一番星・高
齢者介護事業計画

1 親子や家族で参加できるス
ポーツイベントの推進（再
掲）

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

親子や家族で参加できるスポーツイベントを船橋市スポーツ協会、船橋市ス
ポーツ推進委員協議会、指定管理者等と連携を図りながら、参加枠拡大を推進
します。（Ex：市民マラソン大会、地区スポーツ振興事業、スポーツ教室等）

●

各団体と連携して多くの事業を
実施することができた。

継続

スポーツイベントについて、関
係団体と連携を図りながら検討
する。

2 女性が参加しやすい教室等の
開催 ●

生涯スポーツ課
継続

女性が参加しやすい種目の教室の開催や、市民マラソン大会などに女性部門を
設けるなど、女性のスポーツ参加を促進します。

3 親子教室等の開催（再掲）
● ●

地域子育て支援課
継続

児童ホームにおいて、親子ふれあい教室等成長過程に合わせた体力づくりなど
の事業を推進します。

4 親子デイキャンプ
●

青少年課
継続

船橋市立大神保青少年キャンプ場を会場とし、デイキャンプをとおして親子で
自然を満喫できる機会を提供します。

5 ひとり親家庭向けデイキャン
プ

●

こども家庭支援課

継続

自然体験や集団遊び等の活動機会や同じ境遇の人たちとの交流の場の提供を目
的として、ひとり親家庭を対象としたキャンプ事業を実施します。

1 高齢者が参加できるスポーツ
イベントの推進

● ●

生涯スポーツ課

継続

スポーツイベントの参加枠について、高齢者を含め市民のだれもが参加できる
よう船橋市スポーツ協会、船橋市スポーツ推進委員協議会、指定管理者等と連
携を図りながら、参加枠拡大を推進します。（Ex.市民体育大会、市民マラソン
大会、地区スポーツ振興事業、スポーツ教室等） ●

各団体と連携して多くの事業を
実施することができた。

継続

スポーツイベントについて、関
係団体と連携を図りながら検討
する。

2 高齢者団体のスポーツ・レク
リエーション活動の支援 ● ●

高齢者福祉課
継続

各高齢者団体が実施するスポーツ・レクリエーション活動に対して支援しま
す。

1 高齢者が参加するスポーツ・
レクリエーション大会への支
援 ● ●

高齢者福祉課

継続

高齢者が参加できるスポーツ・レクリエーション大会の開催を促進・支援し、
高齢者の生きがいと健康づくり、地域づくりを推進します。

1 4 高齢者のスポーツ
への参加の促進と
生きがいづくり

1 高齢者がス
ポーツを楽し
むきっかけづ
くり

2 高齢者の生き
がいづくりと
介護予防の推
進

1 日常生活にお
いて気軽に取
り組めるス
ポーツの普及
啓発

2 子育て世代や
女性の運動習
慣の形成

2 子供が生涯に
わたってス
ポーツを継続
できる資質や
能力の向上

3 地域における
子供のスポー
ツ環境の充実

3 働き盛り世代・
子育て世代や
女性のスポーツ
参加の促進
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令和３年度
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実績
区分 所感

事業
区分
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区分 詳細

基本
施策

施策
番号

事業課へ毎年進捗調査項目 該当事業のみ 該当事業のみ
昨年度までの調査結果

実績 令和８年度方向性

特記事項等概要
毎年
点検
事業

毎年
測定
指標

点検指標
目標
区分

する みる
ささ
える

連携
・協働 所管課

事業
区分

該当事業のみ毎年調査項目

第二次船橋市生涯スポーツ推進計画　各施策対応事業管理表　【令和７年度版】

■毎年測定指標（生涯スポーツ課の所管する事業・施設） 方向性

基
本
施
策

①市主催事業の参加者数 ↗

②市体育施設の利用者数 ↗

3

施策
取組
番号 取組名 事業名 再掲あ

り

実績値

③スポーツ関係団体の団体数・会員数 ↗

④地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 ↗

【する・みる・ささ
える】
する：参加したり、
利用することで実際
にスポーツを行う事
業
みる：単純に見た
り、応援、観戦に関
する事業
ささえる：関係団体
への支援や人材の確
保・育成に関する事
業

「連携・協
働」

地域住民や企
業等と連携・
協働している
事業

「事業区分」
事業の区分を「新規」「変更」「拡大」「継続」から
選択

・必要に応じて次の通り区分を更新してください。
【新規】令和７年度に開始または令和８年度以降に開
始することを想定している場合
【変更】令和７年度から事業の実施方法等について変
更を加えた場合（縮小や終了予定を含む）
【拡大】令和７年度から事業規模を拡大して実施した
場合
【継続】令和６年度と変更なく事業を実施した場合

「概要」

「区分」で「変
更」または「拡
大」を選択した
場合、変更点や
拡大する内容を
明確に記載

「毎年点検事業」
・毎年点検を行う事
業。
■生涯スポーツ課所
管事業で、総合計
画、船橋の教育
2020、一番星プラ
ンに位置付けている
事業。
■施策を点検するこ
とに適した事業

「毎年測定指標」
毎年測定指標に該当する場
合①～④のいずれかを入
力。
①市主催事業の参加者数
②市体育施設の利用者数
③スポーツ関係団体の団体
数・会員数
④地域住民（行政以外の主
体）との連携・協働により
行った事業の実施回数

「点検指標」
・毎年数値で計測可能
かつ、5月末頃までに
提出可能なもの
・複数の指標も設定可
能
・総合計画、船橋の教
育2020、一番星プラ
ンに位置付けている指
標
・必ずしも設定する必
要はない。

「目標区分」
「評価指標」に対する
目標の区分を
【↗】【→】から選択

令和７年度の「評価指
標」の実績の方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

「実績区分」：【↗】
【→】【↘】から選択
令和７年度の実績値が
前年度と比較して
【↗】向上した
【→】変化なし
【↘】低下した

「事業区分」：【新規】【変更】【拡
大】【継続】から選択

【新規】令和８年度から開始する場合
【変更】令和８年度から事業の実施方法
等について変更を加える場合
【拡大】令和８年度から事業規模を拡大
して実施していく場合
【継続】令和７年度と変更なく事業を実
施する場合

「目標区分」：
【↗】【→】から選
択
令和８年度の実績の
方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

2 ふなばしシルバーリハビリ体
操の推進

● ● ●

健康づくり課

継続

健康寿命を延伸することを目的とした体操を、市内２６公民館等で実施しま
す。また、ボランティアで活動する体操指導士を養成し、身近な地域で体操教
室を開催し、地域住民にふなばしシルバーリハビリ体操を教えることを通じ
て、地域の健康づくりを促進する活動を推進します。
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毎年
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事業

毎年
測定
指標

点検指標
目標
区分
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ささ
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連携
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事業
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該当事業のみ毎年調査項目

第二次船橋市生涯スポーツ推進計画　各施策対応事業管理表　【令和７年度版】

■毎年測定指標（生涯スポーツ課の所管する事業・施設） 方向性

基
本
施
策

①市主催事業の参加者数 ↗

②市体育施設の利用者数 ↗

3

施策
取組
番号 取組名 事業名 再掲あ

り

実績値

③スポーツ関係団体の団体数・会員数 ↗

④地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 ↗

【する・みる・ささ
える】
する：参加したり、
利用することで実際
にスポーツを行う事
業
みる：単純に見た
り、応援、観戦に関
する事業
ささえる：関係団体
への支援や人材の確
保・育成に関する事
業

「連携・協
働」

地域住民や企
業等と連携・
協働している
事業

「事業区分」
事業の区分を「新規」「変更」「拡大」「継続」から
選択

・必要に応じて次の通り区分を更新してください。
【新規】令和７年度に開始または令和８年度以降に開
始することを想定している場合
【変更】令和７年度から事業の実施方法等について変
更を加えた場合（縮小や終了予定を含む）
【拡大】令和７年度から事業規模を拡大して実施した
場合
【継続】令和６年度と変更なく事業を実施した場合

「概要」

「区分」で「変
更」または「拡
大」を選択した
場合、変更点や
拡大する内容を
明確に記載

「毎年点検事業」
・毎年点検を行う事
業。
■生涯スポーツ課所
管事業で、総合計
画、船橋の教育
2020、一番星プラ
ンに位置付けている
事業。
■施策を点検するこ
とに適した事業

「毎年測定指標」
毎年測定指標に該当する場
合①～④のいずれかを入
力。
①市主催事業の参加者数
②市体育施設の利用者数
③スポーツ関係団体の団体
数・会員数
④地域住民（行政以外の主
体）との連携・協働により
行った事業の実施回数

「点検指標」
・毎年数値で計測可能
かつ、5月末頃までに
提出可能なもの
・複数の指標も設定可
能
・総合計画、船橋の教
育2020、一番星プラ
ンに位置付けている指
標
・必ずしも設定する必
要はない。

「目標区分」
「評価指標」に対する
目標の区分を
【↗】【→】から選択

令和７年度の「評価指
標」の実績の方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

「実績区分」：【↗】
【→】【↘】から選択
令和７年度の実績値が
前年度と比較して
【↗】向上した
【→】変化なし
【↘】低下した

「事業区分」：【新規】【変更】【拡
大】【継続】から選択

【新規】令和８年度から開始する場合
【変更】令和８年度から事業の実施方法
等について変更を加える場合
【拡大】令和８年度から事業規模を拡大
して実施していく場合
【継続】令和７年度と変更なく事業を実
施する場合

「目標区分」：
【↗】【→】から選
択
令和８年度の実績の
方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

1 船橋市パラスポーツ協議会の
設置

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

平成３０年度にパラスポーツ協議会を設置し、障害のある人もない人も共に楽
しめるパラスポーツの普及促進と障害のある人が参加しやすいスポーツ・レク
リエーション事業について関係団体と連携を図りながら、事業を検討・実施し
ます。

●

事業実施率

→

50% 85% 90% 92% 92%

→

「パラスポーツ協議会で決定さ
れた事業計画の実施率」につい
ては、令和６年度と同水準と
なった。令和７年度はサウンド
テーブルテニスを新たに購入
し、また、ボッチャセットが寄
贈され、それぞれ貸出を開始し
た。 継続 →

船橋市パラスポーツ協議会にお
いて意見交換を行い、パラス
ポーツの裾野を広げる取組や競
技性向上に努めていく。

教育2020

2 パラスポーツ用具の貸し出し

●

生涯スポーツ課

継続

地域住民が気軽にパラスポーツを体験できるように、ボッチャボールセットを
運動公園及び基幹公民館５館に設置し貸し出しています。
また、令和５年度よりゴールボール、シッティングバレーを運動公園に、サウ
ンドテーブルテニスを船橋アリーナにそれぞれ設置し貸し出しています。
令和７年度よりサウンドテーブルテニスを東部公民館に、ボッチャボールセッ
トを船橋アリーナに設置し貸し出しています。 ●

申込件数
利用者数

→

66
2,064

51
1,848

139
4,263

127
4,106

129
3,726

↘

利用者数は減少したものの、件
数は増加した。令和７年度はサ
ウンドテーブルテニスを新たに
購入し、また、ボッチャセット
が寄贈され、それぞれ貸出を開
始した。 継続 →

多くの市民が参加できる事業と
なるよう継続していく。

総合計画

3 パラスポーツイベントの開催

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

障害のある人もない人も共に楽しめるボッチャ大会等を関係団体と連携のうえ
開催し、障害者のスポーツ参加とパラスポーツの理解促進・普及啓発を行いま
す。

● ①

参加者数
開催数

→

278
5

379
2

200
2

93
2

269
2

↗

包括連携協定事業者等と連携の
うえ開催し、パラスポーツイベ
ントの参加者数が大狭に増加し
たことから実績値が向上した。

継続 →

引き続きパラスポーツイベント
の機会創出を積極的に図る。

総合計画・一番星

4 スポーツ・レクリエーション
大会の支援

● ●

障害福祉課

継続

スポーツ・レクリエーション大会開催を支援し、障害のある人と障害のない人
の相互理解と障害のある人の生きがいづくり、健康づくりを推進します。

第4次船橋市障害者施
策に関する計画

1 パラスポーツイベントの開催
（再掲）

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

障害のある人もない人も共に楽しめるボッチャ大会等を関係団体と連携のうえ
開催し、障害者のスポーツ参加とパラスポーツの理解促進・普及啓発を行いま
す。

● ①

参加者数
開催数
(1-5-1-3再
掲）

→

278
5

379
2

200
2

93
2

269
2

↗

包括連携協定事業者等と連携の
うえ開催し、パラスポーツイベ
ントの参加者数が大狭に増加し
たことから実績値が向上した。

継続 →

引き続きパラスポーツイベント
の機会創出を積極的に図る。

総合計画・一番星

2 障害のある人の参加できるス
ポーツイベントの推進 ●

生涯スポーツ課

継続

障害のある人が参加できるスポーツイベントを推進し、障害のある人やその家
族等が、スポーツを通してコミュケーションを図り、心身の健全な育成と余暇
活動の支援します。

1 障害者団体のスポーツ・レク
リエーション活動の支援

● ●

障害福祉課

継続

障害者団体が実施するスポーツ・レクリエーション活動に対して支援します。 第4次船橋市障害者施
策に関する計画、第7
期船橋市障害福祉計画
及び第3期船橋市障害
児福祉計画

2 障害者やその家族等を対象と
した情報発信 ● ●

生涯スポーツ課
継続

障害者やその家族等を対象とし、スポーツに関する情報発信を積極的に行いま
す。

3 障害者スポーツ指導者の確保
と活用

●

生涯スポーツ課

継続

障害者がスポーツを実施したり、パラスポーツを推進する上で必要不可欠であ
る指導者の確保するとともに、指導者を活用できる体制の構築を行います。

●

指導者数

→

3 6（内スポ推
４）

4（内スポ推
2）

１（内スポ推
１）

1（内スポ推
1）

→

講習会を２回開催し、１名の受
講となった。

継続 →

指導員の確保・育成は、障害者
のスポーツを推進するにあたっ
て必要不可欠であることから、
継続する。

4 競技性の高い障害者スポーツ
の支援方法の検討 ● ●

生涯スポーツ課
継続

障害者スポーツの裾野を広げる取組や、競技性の向上などの課題を探る等、関
係部署・団体と連携し支援の方法を検討していきます。

1 スポーツ施設予約システムの
活用

●

生涯スポーツ課

継続

市内各スポーツ施設の予約システムの一元化を図るとともに、市民サービスの
向上のために予約システムの利便性・公平性を図ります。

●

有効個人利用者
数

→

29,796 29,753 30,275 30,526 31,013

↗

有効利用者数は増加傾向にあ
る。

継続 →

利用者の意見に耳を傾け、予約
システムの利便性をより向上で
きるよう引き続き努めていく

総合計画

2 体育施設等の整備

●

生涯スポーツ課・公園
緑地課

継続

老朽化が進んでいる体育施設等について、安全・安心に利用できるよう、計画
的に更新を行うとともに、誰もが使いやすい施設を整備します。

● ②

利用者数

↗

1,145,622 1,640,238 1,714,264 1,546,486 1,461,884

↘

武道センター大規模改修工事な
どの整備を行ったことで利用者
が減少した。

継続 ↗

令和8年度は運動公園体育館の空
調設備設置工事を行うため、利
用者の減少が見込まれる。
今後も施設の大規模改修により
利用者の減少が見込まれるが、
引き続き計画的に整備を行い、
安全で使いやすい施設を維持し
ていく。

総合計画・一番星・市
政の概要・教育要覧・
あゆみ
※ナイターは学校開放

パラスポーツ
の理解促進と
普及啓発

2 障害者がス
ポーツを楽し
むきっかけづ
くり

3 障害者がス
ポーツを継続
するための支
援

2 1 身近な場所でス
ポーツを継続でき
る環境の整備

1 施設の利用し
やすさの向上

5 障害のある人もな
い人も楽しめるス
ポーツの推進

1

j重点施策

-4-
- 5 - - 5 -

355631
長方形

355631
長方形
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令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和７年度
実績
区分 所感

事業
区分

目標
区分 詳細

基本
施策

施策
番号

事業課へ毎年進捗調査項目 該当事業のみ 該当事業のみ
昨年度までの調査結果

実績 令和８年度方向性

特記事項等概要
毎年
点検
事業

毎年
測定
指標

点検指標
目標
区分

する みる
ささ
える

連携
・協働 所管課

事業
区分

該当事業のみ毎年調査項目

第二次船橋市生涯スポーツ推進計画　各施策対応事業管理表　【令和７年度版】

■毎年測定指標（生涯スポーツ課の所管する事業・施設） 方向性

基
本
施
策

①市主催事業の参加者数 ↗

②市体育施設の利用者数 ↗

3

施策
取組
番号 取組名 事業名 再掲あ

り

実績値

③スポーツ関係団体の団体数・会員数 ↗

④地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 ↗

【する・みる・ささ
える】
する：参加したり、
利用することで実際
にスポーツを行う事
業
みる：単純に見た
り、応援、観戦に関
する事業
ささえる：関係団体
への支援や人材の確
保・育成に関する事
業

「連携・協
働」

地域住民や企
業等と連携・
協働している
事業

「事業区分」
事業の区分を「新規」「変更」「拡大」「継続」から
選択

・必要に応じて次の通り区分を更新してください。
【新規】令和７年度に開始または令和８年度以降に開
始することを想定している場合
【変更】令和７年度から事業の実施方法等について変
更を加えた場合（縮小や終了予定を含む）
【拡大】令和７年度から事業規模を拡大して実施した
場合
【継続】令和６年度と変更なく事業を実施した場合

「概要」

「区分」で「変
更」または「拡
大」を選択した
場合、変更点や
拡大する内容を
明確に記載

「毎年点検事業」
・毎年点検を行う事
業。
■生涯スポーツ課所
管事業で、総合計
画、船橋の教育
2020、一番星プラ
ンに位置付けている
事業。
■施策を点検するこ
とに適した事業

「毎年測定指標」
毎年測定指標に該当する場
合①～④のいずれかを入
力。
①市主催事業の参加者数
②市体育施設の利用者数
③スポーツ関係団体の団体
数・会員数
④地域住民（行政以外の主
体）との連携・協働により
行った事業の実施回数

「点検指標」
・毎年数値で計測可能
かつ、5月末頃までに
提出可能なもの
・複数の指標も設定可
能
・総合計画、船橋の教
育2020、一番星プラ
ンに位置付けている指
標
・必ずしも設定する必
要はない。

「目標区分」
「評価指標」に対する
目標の区分を
【↗】【→】から選択

令和７年度の「評価指
標」の実績の方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

「実績区分」：【↗】
【→】【↘】から選択
令和７年度の実績値が
前年度と比較して
【↗】向上した
【→】変化なし
【↘】低下した

「事業区分」：【新規】【変更】【拡
大】【継続】から選択

【新規】令和８年度から開始する場合
【変更】令和８年度から事業の実施方法
等について変更を加える場合
【拡大】令和８年度から事業規模を拡大
して実施していく場合
【継続】令和７年度と変更なく事業を実
施する場合

「目標区分」：
【↗】【→】から選
択
令和８年度の実績の
方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

1 指定管理施設の活用（運動公
園・法典公園/総合体育館・
武道センター） ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

運動公園・総合体育館は、市の公式競技のできるスポーツ施設として大規模な
大会やトッププロの試合等を誘致し、観る側にも感動を与える事業を推進しま
す。また、法典公園・武道センターも、市の中心的なスポーツ施設として活用
していきます。

2 学校体育施設開放事業の充実

● ●

生涯スポーツ課

継続

学校体育施設が地域住民のスポーツ活動の拠点となることから、引き続き地域
住民が主体的に運営管理していけるよう、登録の方法、運営委員会の在り方に
ついて検討します。また、利用方法、マナーなどについて引き続き指導を行
い、よりよい開放事業を目指します。

● ②

利用者数
登録団体数

↗

493,340
1,130

575,321
1,138

841,268
1,136

879,649
1,146

935,788
1,179

↗

身近なスポーツ活動の拠点とし
て利用されている。
学校長及び運営委員会とのやり
取りも多く、連携を図ることが
できた。
利用方法やマナーについての要
望については、速やかに学校及
び運営委員会会長に連絡し、状
況の把握と各団体への周知依頼
を行った。
武道センターの利用団体に、休
館中における代替施設を提供
し、スポーツ活動が継続できる
環境の整備を行った。

継続 ↗

施設の利用方法・マナーへの要
望について、引き続き運営委員
会との連携を密にする。

総合計画・一番星・市
政の概要・教育要覧・
あゆみ・交通安全計画

3 公的トレーニング施設の整備

● ●

生涯スポーツ課

継続

船橋市総合体育館（船橋アリーナ）や運動公園体育館等にあるトレーニング施
設の整備に努めるとともに、安心してトレーニングができ、気軽に相談できる
よう、指導者の配備を図っていきます。

1 運動広場の整備・拡充

● ●

生涯スポーツ課

継続

テニス、野球、グラウンドゴルフ等ができる初心者向け運動広場の継続及び整
備を図ります。また、今後も新たな広場の確保に努めます。

●

場所数

→

2 2 2 2 2

→

各運動広場の整備や修繕を適宜
行い、不足なく施設を市民に提
供することができた。 継続 →

引き続き市民に施設を広く利用
させることができるよう必要に
応じて整備や修繕を行ってい
く。

総合計画

2 まちかどスポーツ広場の整
備・拡充

● ●

生涯スポーツ課

継続

いつでも気軽に利用できるまちかどスポーツ広場を整備していくとともに、引
き続き新たな広場の確保に努めます。

●

場所数

→

19 19 19 18 18

→

市内公共施設で初めてスケート
ボードができる夏見町２丁目ま
ちかどスポーツ広場や、令和６
年度からプレオープンしている
少年野球等ができる芝山まちか
どスポーツ広場を令和８年４月
から開設できるように整備を
行った。

継続 ↗

令和８年４月から予定通り夏見
町２丁目まちかどスポーツ広場
及び芝山まちかどスポーツ広場
を開設することとなった。今後
も民有地等を含めて多目的に利
用できる新規広場を引き続き探
していく。

総合計画・交通安全計
画

3 民間スポーツ・レクリエー
ション施設の情報提供 ● ●

生涯スポーツ課
継続

民間のスポーツ・レクリエーション施設の実態を把握し、市民が情報を利用で
きるよう努めます。

4 健康器具設置事業
●

公園緑地課
継続

市民の健康づくりを推進するため、身近な公園で手軽に運動ができるよう、健
康器具を設置します。

1 様々な手段による情報提供の
促進

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

各メディア、広報ふなばし、ホームページ、ツイッター、フェイスブック等、
様々な手段を活用し、市民がスポーツ情報を入手できるよう努めます。

2 インターネットを利用したス
ポーツ情報の充実

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

時間や場所にとらわれず、好きな時間に好きな場所で手軽にスポーツに関する
情報を入手できるように、インターネットを利用したスポーツ情報の充実させ
ます。

●

市ホームページ
閲覧数

↗

524,282 597,439 592,710 603,172 699,790

↗

ホームページの内容を常に最新
のものとすることや、指定管理
者のホームページにて必要な情
報を公開し充実することができ
た。

継続 ↗

ホームページ内の情報を最新の
ものに常に最新のものにできる
よう、引き続き情報の整備を行
い、必要な情報をいつでも入手
できる状態を維持していく。

総合計画

3 スポーツイベントの情報提供
の充実

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

市民が身近な場所で気軽にスポーツイベントに参加できるように、関係団体と
連携して、スポーツイベントに関する情報を集約し、市民に発信します。

●

市ホームページ
「スポーツをや
りたい・イベン
トを知りたい」
の閲覧数 ↗

210
※令和4年3
月17日から

掲載

1,638 1,583 1,685 739

↘

必要なスポーツイベントに関す
る情報について集約、掲載に努
めた。

継続 ↗

引き続き地域で開催されるス
ポーツイベント等に関する情報
の集約及び発信を行う。

総合計画

4 スポーツ施設の情報提供の充
実

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

市民がスポーツ施設で情報収集したり、スポーツができる施設の情報をイン
ターネット等で情報収集できるよう、スポーツができる施設に関する情報提供
を充実させます。

●

ホームページにて公開している
体育施設の情報や利用案内、行
事予定表などの更新を適宜行
い、常に最新の情報が得られる
状態にできるよう努めた。 継続

引き続きホームページにて公開
している情報を最新の状態にで
きるよう、適宜アップデートを
行っていく。

1 スポーツ関係団体と連携した
情報発信

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

スポーツ情報を集約するため、船橋市スポーツ協会、船橋市スポーツ推進委員
協議会、総合型地域スポーツクラブ、社会教育関係団体等と連携し、各地域の
スポーツ行事を市民に向け、情報発信を行うよう努めます。

2 効果的な情報発信 1 スポーツに関
する情報発信
の充実

2 スポーツの魅
力発信

2 拠点となるス
ポーツ施設の
充実

3 身近な場所で
スポーツを行
える環境の整
備

j重点施策

-5-
- 6 - - 6 -

355631
長方形
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基本
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昨年度までの調査結果
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毎年
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連携
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第二次船橋市生涯スポーツ推進計画　各施策対応事業管理表　【令和７年度版】

■毎年測定指標（生涯スポーツ課の所管する事業・施設） 方向性

基
本
施
策

①市主催事業の参加者数 ↗

②市体育施設の利用者数 ↗

3

施策
取組
番号 取組名 事業名 再掲あ

り

実績値

③スポーツ関係団体の団体数・会員数 ↗

④地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 ↗

【する・みる・ささ
える】
する：参加したり、
利用することで実際
にスポーツを行う事
業
みる：単純に見た
り、応援、観戦に関
する事業
ささえる：関係団体
への支援や人材の確
保・育成に関する事
業

「連携・協
働」

地域住民や企
業等と連携・
協働している
事業

「事業区分」
事業の区分を「新規」「変更」「拡大」「継続」から
選択

・必要に応じて次の通り区分を更新してください。
【新規】令和７年度に開始または令和８年度以降に開
始することを想定している場合
【変更】令和７年度から事業の実施方法等について変
更を加えた場合（縮小や終了予定を含む）
【拡大】令和７年度から事業規模を拡大して実施した
場合
【継続】令和６年度と変更なく事業を実施した場合

「概要」

「区分」で「変
更」または「拡
大」を選択した
場合、変更点や
拡大する内容を
明確に記載

「毎年点検事業」
・毎年点検を行う事
業。
■生涯スポーツ課所
管事業で、総合計
画、船橋の教育
2020、一番星プラ
ンに位置付けている
事業。
■施策を点検するこ
とに適した事業

「毎年測定指標」
毎年測定指標に該当する場
合①～④のいずれかを入
力。
①市主催事業の参加者数
②市体育施設の利用者数
③スポーツ関係団体の団体
数・会員数
④地域住民（行政以外の主
体）との連携・協働により
行った事業の実施回数

「点検指標」
・毎年数値で計測可能
かつ、5月末頃までに
提出可能なもの
・複数の指標も設定可
能
・総合計画、船橋の教
育2020、一番星プラ
ンに位置付けている指
標
・必ずしも設定する必
要はない。

「目標区分」
「評価指標」に対する
目標の区分を
【↗】【→】から選択

令和７年度の「評価指
標」の実績の方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

「実績区分」：【↗】
【→】【↘】から選択
令和７年度の実績値が
前年度と比較して
【↗】向上した
【→】変化なし
【↘】低下した

「事業区分」：【新規】【変更】【拡
大】【継続】から選択

【新規】令和８年度から開始する場合
【変更】令和８年度から事業の実施方法
等について変更を加える場合
【拡大】令和８年度から事業規模を拡大
して実施していく場合
【継続】令和７年度と変更なく事業を実
施する場合

「目標区分」：
【↗】【→】から選
択
令和８年度の実績の
方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

2 プロ・トップスポーツチーム
の魅力発信（再掲）

● ● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

千葉ジェッツふなばしやクボタスピアーズ船橋・東京ベイの市役所美術コー
ナーへの展示を年２回ほど行っています。また、市広報紙では特集を組む等、
船橋市を拠点としたチームの魅力を発信し、市民が一丸となって応援すること
で地域の繋がりを強くするとともに、市民のスポーツへの関心を高めます。
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1

2

令和８年３月３１日時点

実績値

令和３年度
（参考数値）

令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和７年度
実績
区分 所感

事業
区分

目標
区分 詳細

基本
施策

施策
番号

事業課へ毎年進捗調査項目 該当事業のみ 該当事業のみ
昨年度までの調査結果

実績 令和８年度方向性

特記事項等概要
毎年
点検
事業

毎年
測定
指標

点検指標
目標
区分

する みる
ささ
える

連携
・協働 所管課

事業
区分

該当事業のみ毎年調査項目

第二次船橋市生涯スポーツ推進計画　各施策対応事業管理表　【令和７年度版】

■毎年測定指標（生涯スポーツ課の所管する事業・施設） 方向性

基
本
施
策

①市主催事業の参加者数 ↗

②市体育施設の利用者数 ↗

3

施策
取組
番号 取組名 事業名 再掲あ

り

実績値

③スポーツ関係団体の団体数・会員数 ↗

④地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 ↗

【する・みる・ささ
える】
する：参加したり、
利用することで実際
にスポーツを行う事
業
みる：単純に見た
り、応援、観戦に関
する事業
ささえる：関係団体
への支援や人材の確
保・育成に関する事
業

「連携・協
働」

地域住民や企
業等と連携・
協働している
事業

「事業区分」
事業の区分を「新規」「変更」「拡大」「継続」から
選択

・必要に応じて次の通り区分を更新してください。
【新規】令和７年度に開始または令和８年度以降に開
始することを想定している場合
【変更】令和７年度から事業の実施方法等について変
更を加えた場合（縮小や終了予定を含む）
【拡大】令和７年度から事業規模を拡大して実施した
場合
【継続】令和６年度と変更なく事業を実施した場合

「概要」

「区分」で「変
更」または「拡
大」を選択した
場合、変更点や
拡大する内容を
明確に記載

「毎年点検事業」
・毎年点検を行う事
業。
■生涯スポーツ課所
管事業で、総合計
画、船橋の教育
2020、一番星プラ
ンに位置付けている
事業。
■施策を点検するこ
とに適した事業

「毎年測定指標」
毎年測定指標に該当する場
合①～④のいずれかを入
力。
①市主催事業の参加者数
②市体育施設の利用者数
③スポーツ関係団体の団体
数・会員数
④地域住民（行政以外の主
体）との連携・協働により
行った事業の実施回数

「点検指標」
・毎年数値で計測可能
かつ、5月末頃までに
提出可能なもの
・複数の指標も設定可
能
・総合計画、船橋の教
育2020、一番星プラ
ンに位置付けている指
標
・必ずしも設定する必
要はない。

「目標区分」
「評価指標」に対する
目標の区分を
【↗】【→】から選択

令和７年度の「評価指
標」の実績の方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

「実績区分」：【↗】
【→】【↘】から選択
令和７年度の実績値が
前年度と比較して
【↗】向上した
【→】変化なし
【↘】低下した

「事業区分」：【新規】【変更】【拡
大】【継続】から選択

【新規】令和８年度から開始する場合
【変更】令和８年度から事業の実施方法
等について変更を加える場合
【拡大】令和８年度から事業規模を拡大
して実施していく場合
【継続】令和７年度と変更なく事業を実
施する場合

「目標区分」：
【↗】【→】から選
択
令和８年度の実績の
方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

3 プロ・企業スポーツ連携推進
事業（再掲）

● ● ● ● ●

政策企画課

新規

プロ・企業スポーツチーム及び関係機関と連携し、交流・関係人口の創出、地
域・経済の活性化を推進するため、船橋市プロスポーツ等連携推進委員会を設
立し、イベントやシティプロモーション等を行います。

●

多くの方が参加可能な地域イベ
ントや人通りの多い場所への
チーム装飾などにより、チーム
の認知度、応援機運、愛着度等
が高まるとともに、まちの賑わ
いの創出につながったと考えて
いる。

拡大

令和7年度の事業を継続すること
を基本とするが、新規事業の実
施や既存事業のブラッシュアッ
プなどにより、事業規模の拡大
を目指す。
また、商工振興課に所管課が
移ったことに伴い、市内の経済
関係団体等との連携強化を図
る。

船橋市実施計画

1 庁内の連携体制の整備

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

スポーツ関係事業について、各計画との整合を図り、各課における事業の効果
を最大限に生かせるよう庁内の連携・連絡体制を整備します。
事業管理表は、毎年船橋市スポーツ推進審議会で意見聴取後、各課にフィード
バックを行います。

2 国・県との連携
● ● ●

生涯スポーツ課
継続

国や県の実施するスポーツ関係施策・事業について積極的に情報収集するとと
もに、協力します。

3 顕彰
● ● ●

生涯スポーツ課
継続

関係各課と連携し、スポーツの競技会において優秀な成績を収めた者及びス
ポーツの発展に寄与した者の顕彰に努めます。

1 総合型地域スポーツクラブの
支援・育成（再掲）

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

町会・自治会、各地区スポーツ推進委員へのPRや市のホームページで活動を紹
介する等、子供から大人まで、それぞれのレベルに応じて参加することができ
る総合型地域スポーツクラブの必要性を啓発し、クラブの設立・運営等につい
て支援します。

● ③

団体数
会員数
(1-2-3-1再
掲）

↗

4
1,939

4
1,762

4
1,714

4
1,652

4
1,448

↘

会員数は若干減少したが、地域
住民が自主的に運営し、誰でも
身近な地域でスポーツに親しむ
ことができるスポーツクラブと
して定着している。 継続 ↗

開設・運営相談や設立３年に満
たないクラブに船橋市総合型地
域スポーツクラブ育成事業補助
金を交付するなどの支援を継続
する 。

総合計画・船橋の教育
2020・一番星

2 船橋市総合型地域スポーツク
ラブ連絡協議会との連携

● ●

生涯スポーツ課

継続

地域スポーツ推進について、市内に設立された総合型地域スポーツクラブが中
心となり、設立した「総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」と協力して、市
と連携を深めるとともに、市民が主体となってスポーツ・レクリエーション活
動や健康づくりに親しむことができるような体制を推進します。

1 船橋市スポーツ協会との連携

● ●

生涯スポーツ課

継続

船橋市スポーツ協会及び加盟団体と連携し、その組織の運営・大会の企画、指
導者の育成等を行います。

● ③

団体数
会員数

→

52
33,093

52
33,546

52
31,651

52
34,080

51
32,705

↘

令和７年度から１団体脱退し
た。
また、スポーツ協会加盟団体の
うち、会員数が大きく減少した
団体があり、結果全体として減
少となった。引き続き会員数の
増加を図っていく。

継続 ↗

スポーツ協会と協力し、会員の
高齢化等の懸念はあるもの、ス
ポーツ活動の推進や普及・啓発
に注力し、会員の増加を図って
いく。

総合計画・一番星

2 船橋市スポーツ推進委員協議
会との連携

● ●

生涯スポーツ課

継続

船橋市スポーツ推進委員協議会の運営及び同協議会が各地区で開催するスポー
ツイベントを支援していきます。

● ③

団体数
会員数

↗

1
191

1
193

1
189

1
183

1
183

→

定数200に対し、定数割れして
るが、令和6年度と同水準となっ
た。

継続 ↗

定数を満たすため、スポーツ推
進委員の活動を市民にPRする機
会を整えるとともに、会議スリ
ム化等活動のしやすさを確保
し、継続意欲を向上させること
を検討する。

総合計画・一番星

3 地域のスポーツ団体等との連
携

● ●

生涯スポーツ課

継続

船橋市スポーツと健康を推進する会等のレクリエーション活動の運営及び各地
区でのスポーツイベントの開催を支援していきます。

● ③

団体数
会員数

→

8
1,218

8
1,045

8
974

8
763

8
808

→

会員数が若干増加したが、団体
数は変わらず、全体としては令
和6年度と同水準である。

継続 →

市民のスポーツ活動の場となる
よう引き続き団体の活動の支援
を継続する。

総合計画・一番星

4 各種健康・体力づくり講習
会、研修会の開催支援

● ●

生涯スポーツ課

継続

市民一人ひとりが、自主的に体力づくりができるよう、スポーツ団体や関係機
関が行う健康・体力づくりに関する講習会や研修会の開催に関し、会場及び講
師の紹介について支援します。

1 スポーツ関係団体と連携した
スポーツボランティアの確保

● ●

生涯スポーツ課

継続

スポーツ関係団体と連携し、スポーツボランティアを確保していきます。

2 ふなばし市民大学校（スポー
ツコミュニケーション学科）
の充実 ● ●

社会教育課

継続

スポーツコミュニケーション学科において、地域におけるスポーツ・レクリ
エーション活動の推進役として活躍できるよう、また障害者への理解も含めた
カリキュラムの充実を図ります。

1 船橋市スポーツ推進委員協議
会の各種研修会等への支援

● ●

生涯スポーツ課

継続

スポーツ推進委員が地域スポーツのリーダーとして活躍できるように、現状課
題について研究し、資質の向上を図るための全国・関東・県等の各種研修大会
への参加を支援します。

●

研修受講率

↗

10% 31% 30.3% 42% 26%

↘

関東スポーツ推進委員研究大会
の開催地が、令和6年度は千葉県
だったのに対し、令和7年度は山
梨県と遠くなってしまったこと
などもあり、参加人数が減少し
たことにより、受講率が減少し
た。

継続 ↗

引き続き千葉県の研修等への受
講支援を継続する。

教育2020

2 スポーツ指導者の発掘と活用

● ●

生涯スポーツ課

継続

ふなばし市民大学校スポーツコミュニケーション学科の卒業生等を、スポーツ
指導者として活用していきます。

3 競技スポーツ指導者等との連
携の強化 ● ●

生涯スポーツ課

継続

船橋市スポーツ協会や競技団体等との連携を強化し、専門的な指導者としての
活用を図ります。Ex)スポーツ講習会

3 庁内等の連携
体制の整備

3 1 地域のスポーツ団
体の育成・支援

1 総合型地域ス
ポーツクラブ
の育成・支援

2 スポーツ関係
団体との連携

2 スポーツを支える
人材の育成

1 スポーツボラ
ンティアの確
保と活用

2 指導者の育成
と資質向上
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令和８年３月３１日時点

実績値

令和３年度
（参考数値）

令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和７年度
実績
区分 所感

事業
区分

目標
区分 詳細

基本
施策

施策
番号

事業課へ毎年進捗調査項目 該当事業のみ 該当事業のみ
昨年度までの調査結果

実績 令和８年度方向性

特記事項等概要
毎年
点検
事業

毎年
測定
指標

点検指標
目標
区分

する みる
ささ
える

連携
・協働 所管課

事業
区分

該当事業のみ毎年調査項目

第二次船橋市生涯スポーツ推進計画　各施策対応事業管理表　【令和７年度版】

■毎年測定指標（生涯スポーツ課の所管する事業・施設） 方向性

基
本
施
策

①市主催事業の参加者数 ↗

②市体育施設の利用者数 ↗

3

施策
取組
番号 取組名 事業名 再掲あ

り

実績値

③スポーツ関係団体の団体数・会員数 ↗

④地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 ↗

【する・みる・ささ
える】
する：参加したり、
利用することで実際
にスポーツを行う事
業
みる：単純に見た
り、応援、観戦に関
する事業
ささえる：関係団体
への支援や人材の確
保・育成に関する事
業

「連携・協
働」

地域住民や企
業等と連携・
協働している
事業

「事業区分」
事業の区分を「新規」「変更」「拡大」「継続」から
選択

・必要に応じて次の通り区分を更新してください。
【新規】令和７年度に開始または令和８年度以降に開
始することを想定している場合
【変更】令和７年度から事業の実施方法等について変
更を加えた場合（縮小や終了予定を含む）
【拡大】令和７年度から事業規模を拡大して実施した
場合
【継続】令和６年度と変更なく事業を実施した場合

「概要」

「区分」で「変
更」または「拡
大」を選択した
場合、変更点や
拡大する内容を
明確に記載

「毎年点検事業」
・毎年点検を行う事
業。
■生涯スポーツ課所
管事業で、総合計
画、船橋の教育
2020、一番星プラ
ンに位置付けている
事業。
■施策を点検するこ
とに適した事業

「毎年測定指標」
毎年測定指標に該当する場
合①～④のいずれかを入
力。
①市主催事業の参加者数
②市体育施設の利用者数
③スポーツ関係団体の団体
数・会員数
④地域住民（行政以外の主
体）との連携・協働により
行った事業の実施回数

「点検指標」
・毎年数値で計測可能
かつ、5月末頃までに
提出可能なもの
・複数の指標も設定可
能
・総合計画、船橋の教
育2020、一番星プラ
ンに位置付けている指
標
・必ずしも設定する必
要はない。

「目標区分」
「評価指標」に対する
目標の区分を
【↗】【→】から選択

令和７年度の「評価指
標」の実績の方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

「実績区分」：【↗】
【→】【↘】から選択
令和７年度の実績値が
前年度と比較して
【↗】向上した
【→】変化なし
【↘】低下した

「事業区分」：【新規】【変更】【拡
大】【継続】から選択

【新規】令和８年度から開始する場合
【変更】令和８年度から事業の実施方法
等について変更を加える場合
【拡大】令和８年度から事業規模を拡大
して実施していく場合
【継続】令和７年度と変更なく事業を実
施する場合

「目標区分」：
【↗】【→】から選
択
令和８年度の実績の
方向性
【↗】向上させる
【→】現状維持する

1 地域スポーツ振興事業への支
援

● ●

生涯スポーツ課

継続

船橋市スポーツ推進委員協議会が市の南部・西部・中部・東部・北部の５ブ
ロックで行う行事及び市の２４地区で行う、住民に対し、スポーツに関する指
導・助言等の事業を支援します。

●

④ 実施回数
参加者数

↗

90
5,861

240
22,345

322
35,153

337
28,670

313
25,879

↘

地区事業の実施回数・参加者数
ともに減少した。また、計画通
りにできなかった地区が見受け
られた。

継続 ↗

前年度と同水準以上に実施でき
る見込みである。

総合計画・教育2020
（健康ウォーキン
グ）・一番星・青少年
関係事業実績

2 総合型地域スポーツクラブの
支援・育成（再掲）

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

町会・自治会、各地区スポーツ推進委員へのPRや市のホームページで活動を紹
介する等、子供から大人まで、それぞれのレベルに応じて参加することができ
る総合型地域スポーツクラブの必要性を啓発し、クラブの設立・運営等につい
て支援します。

● ③

団体数
会員数
(1-2-3-1再
掲）

↗

4
1,939

4
1,762

4
1,714

4
1,652

4
1,448

↘

会員数は若干減少したが、地域
住民が自主的に運営し、誰でも
身近な地域でスポーツに親しむ
ことができるスポーツクラブと
して定着している。

継続 ↗

開設・運営相談や設立３年に満
たないクラブに船橋市総合型地
域スポーツクラブ育成事業補助
金を交付するなどの支援を継続
する 。

総合計画・船橋の教育
2020・一番星

1 地域スポーツ祭事業への支援

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

船橋市スポーツと健康を推進する会等が企画・運営している「スポーツの祭
典」、「ジョイ＆スポーツ」などの全市的なイベントを支援します。

●

④ 実施回数
参加者数

↗

0
0

0
0

2
7,183

1
5,938

2
10,170

↗

主催者の活動状況などから、令
和6年度は実施できなかった「ス
ポーツの祭典」を実施すること
ができたため、参加者数が増加
した。

継続 ↗

主催者から申請があった場合に
ついて、地域スポーツ推進事業
補助金を交付するなどの支援を
継続する。
また、相談があった際は、実現
に向けて協議する。

総合計画・教育
2020・一番星

2 地域スポーツ奨励事業への支
援

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

地区による人口格差や少子高齢化、活動場所の確保などの課題をふまえ、地域
住民自らが主体的にスポーツ活動に取り組めるよう、２４地区で行われる各地
区のスポーツイベントを支援します。

●

④ 実施回数
参加者数

↗

1
217

5
3,167

14
7,690

14
10,277

12
6,721

↘

多くの地区事業を実施すること
ができたが、雨天中止となった
事業があったため、実施回数・
参加者数ともに減少した。

継続 ↗

各地区において、令和５年度以
降、コロナ禍以前の規模で地区
事業が実施できているため、前
年度と同水準以上に実施できる
見込みである。

総合計画・一番星

3 地域の大学等との連携

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

大学や市立船橋高等学校等の高等学校も含め、スポーツ施設の開放の場づくり
だけではなく、指導者の協力を得る等の人材確保に繋がるよう、事業を検討し
ます。

4 共催・後援等による支援

● ● ●

生涯スポーツ課

継続

地域団体や民間事業者が主催するスポーツ関連行事に対し、主催者から申請が
あった場合について共催・後援・協賛等により行事を支援します。

●

④ 実施回数
参加者数

→

22
11,042

35
25,569

41
33,129

49
49,608

44
45,716

↘

令和6年度より実施回数・参加者
数ともに減少した。

継続 →

主催者から申請があった場合に
ついて、共催・後援・協賛等に
より行事の支援を継続してい
く。
また、相談があった際は、実現
に向けて協議する。

総合計画・一番星

1 大規模大会等の開催支援
● ● ● ●

生涯スポーツ課
継続

各種大規模大会の他、震災復興やオリンピック・パラリンピック等の推進に繋
がる大規模事業に対しても協力します。

2 国・県等の実施する大会への
協力 ● ● ● ●

生涯スポーツ課
継続

国民スポーツ大会、全国高等学校総合体育大会等の開催の協力及び人材派遣を
行います。

1 総合的なスポーツ資料の展示

● ●

生涯スポーツ課

継続

総合的なスポーツ資料の展示室を整備することで、市民や全国各地から集う利
用者に対して本市のスポーツに関する情報を積極的にＰＲし、認知度の向上を
図り、「市にゆかりのあるスポーツ選手」の情報の掘り起しを行います。

2 プロ・トップスポーツアス
リートによるスポーツ教室
（再掲）

● ● ● ●

生涯スポーツ課

継続

千葉ジェッツふなばしやクボタスピアーズ船橋・東京ベイ等による、スポーツ
教室を開催し、トップレベルの選手から直接指導を受けることにより、子供た
ちに夢や希望を与え、スポーツへの関心を高めます。

●

実施回数
参加者数
(1-1-2-2再掲)

→

2
266

8
727

6
819

5
509

5
400

→

昨年と同様多くの応募の中から
実施校を5校に調整し、実施する
ことができた。

継続 →

プロスポーツチームによる活動
は、スポーツを推進する上で有
効な活動であることから継続す
る。

総合計画

3 県民体育大会への支援

● ●

生涯スポーツ課

継続

県民大会については、船橋市スポーツ協会に加盟している団体の協力を得て、
市内より優秀な選手を育て活躍の場を与えるとともに、大会参加への支援をし
ます。

1 外国人が参加できるスポーツ
イベントの推進 ● ●

生涯スポーツ課
継続

スポーツ関係団体と連携し、外国人を含めた市民の誰もが参加できるスポーツ
イベントを推進します。

2 市民レベルでの交流活動との
連携 ● ●

生涯スポーツ課
継続

スポーツ・レクリエーション活動や地域行事に、外国人住民が気軽に参加でき
るよう、関係団体に情報提供します。

家庭・地域に
おけるスポー
ツ活動の促進

2 地域住民が主
体となって行
うスポーツイ
ベントへの連
携・協働

4 船橋市特有のス
ポーツ文化の醸成

1 大規模大会の
開催支援・協
力

2 トップアス
リートの育成
とアスリート
との好循環に
向けた取り組
み

3 スポーツによ
る国際交流

3 地域住民の連携に
よるスポーツの推
進
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船橋市スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）

１．調査の目的
市民のスポーツ活動の現状を把握することで、第三次船橋市生涯ス

ポーツ推進計画（計画期間：令和９（2027）年度から令和１３（2031）年度ま
で）策定のための基礎資料とするため。
令和７年度に①一般②障害者③団体会員・施設利用者 の３種類に分

けてアンケートを実施した。※①②は業務委託

２．アンケートの対象者
①一般
対象：住民基本台帳より無作為に抽出した18歳以上の市民1,500人
②障害者
対象：障害福祉課所管の台帳より無作為に抽出した

18歳以上の障害者手帳の保持者300人
③団体会員・施設利用者
対象：ア.スポーツ関係団体（社会教育関係団体、総合型地域スポーツ

クラブ）の会員、障害福祉団体の会員
イ.スポーツ施設利用者

３．アンケートの方法
①、②自記式調査票による郵送配付、郵送回収及びインターネット調査の

併用
③ア．団体あてにアンケートを送付し周知依頼
イ．スポーツ施設（船橋アリーナ・運動公園）に
アンケート用紙を配架

４．アンケートの回収結果
①回収票数660件（回収率44.0％）
②回収票数129件（回収率43.0％）
③回収票数303件（不特定多数に調査）

５．アンケートの集計結果を見る上での注意事項
・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示し
た。したがって、単数回答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影
響で、％を足し合わせて100％にならない場合がある。
・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超え
る場合がある。
・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡
略化している場合がある。

６．概要版（本資料）について
一般、障害の方へのアンケートでは５１の設問、

団体会員・施設利用者のアンケートでは２３の設問
があり、全て提示すると膨大なデータとなるため、
要点を絞り３つのアンケートを一つの報告書として
まとめたものを本資料とする。

アンケートの概要及び本資料についての説明
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船橋市スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）
アンケートに回答いただいた方の内訳

性別

①44.1

①51.2

①44.2

②55.3

②48.8

②54.8
③0.3

④0.6

④0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

(団体会員・施設-

303)

①男性 ②女性 ③その他 ④回答しない

年代

①18.0

①10.9

①4.0

②9.7

②3.9

②3.6

③14.1

③6.2

③12.9

④17.6

④14.0

④16.5

⑤13.2

⑤10.1

⑤23.1

⑥27.4

⑥54.3

⑥39.9

⑦0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

(団体会員・施

設-303)

①１０・２０代 ②３０代 ③４０代 ④５０代

⑤６０代 ⑥７０代以上 ⑦無回答

市内でお住まいの地域

①17.3

①13.2

①14.5

②24.4

②20.9

②13.2

③13.3

③13.2

③13.5

④27.3

④30.2

④30.0

⑤17.7

⑤21.7

⑤28.7

⑥0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

(団体会員・

施設-303)

①南部 ②西部 ③中部 ④東部 ⑤北部 ⑥無回答

職業（１つだけ）

①4.2

①3.1

①4.0

②35.6

②10.9

②24.8

③19.1

③13.2

③19.8

④13.6

④12.4

④19.1

⑤8.6

⑤0.8

⑤3.0

⑥16.7

⑥55.0

⑥25.4

⑦2.1

⑦4.7

⑦4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

(団体会員・施

設-303)

①自営業 ②会社員・公務員 ③アルバイト・パートタイム
④専業主婦・主夫 ⑤学生 ⑥無職
⑦その他

市内に何年くらいお住まいですか。（１つだけ）

①17.3

①3.1

①7.3

②21.5

②11.6

②14.2

③61.1

③85.3

③78.5

④0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

(団体会員・

施設-303)

①10年未満 ②10年以上20年未満 ③20年以上 ④無回答

ご自身の状況（いくつでも）

1.2%

1.2%

97.6%

34.9%

0.0%

65.1%

1.3%

0.3%

98.3%

0% 50% 100%

①介護・介助

が必要

②外国人

③上記に該当

しない

(一般-660) (障害-129) (団体会員・施設-303)

同居家族について（いくつでも）

8.5%

5.0%

4.1%

5.6%

6.5%

3.6%

3.3%

78.9%

14.7%

2.3%

1.6%

1.6%

2.3%

1.6%

14.7%

11.6%

57.4%

20.2%

4.3%

6.9%

5.6%

5.3%

8.6%

3.6%

8.6%

68.3%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80%

①未就学児と同居

②小学生低学年と同居

③小学生高学年と同居

④中学生と同居

⑤高校生と同居

⑥介護・介助が必要な

方と同居

⑦障害のある方と同居

⑧上記以外の家族と同

居

⑨同居家族はいない

(一般-660) (障害-129) (団体会員・施設-303)
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Q1．この１年間に、運動やスポーツをどの程度行いましたか（１つだけ）

第二次生涯スポーツ推進計画において目標値を設定している指標「成人の週1回以
上スポーツの実施率」について、令和７年度に行ったアンケートでは、一般のア
ンケートで57.0％、障害のアンケートで46.6％の結果となった。なお、団体会
員・施設利用者については89.1％となっており、一般、障害のアンケートと比較
して非常に高い結果となった。
（参考）第二次計画における目標値70％

第二次計画策定時（R1）に行ったアンケート42.2％

Q２．Q１で「この１年間スポーツを行っていない」と回答した方にお聞きします。
その理由は何ですか（１つだけ）

①11.8

①9.5

①7.7

②15.8

②4.8

②30.8

③31.6

③4.8

③15.4

⑤3.9
⑥3.9

⑦11.8

⑦66.7

⑦30.8

⑧1.3

⑧4.8

⑧7.7

⑨19.7

⑨9.5

⑨7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-76)

（障害-21)

(団体会員・施

設-13)

①スポーツ活動が苦手・嫌い ②運動をする機会がない
③忙しくて時間がない ④スポーツ等のルールが分からない
⑤施設が近くにない ⑥お金がかかるから
⑦怪我等の身体的理由 ⑧その他
⑨特に理由はない

Q1でスポーツ活動を行っていない方に理由を尋ねたところ、一般アン
ケートでは、特に時間がないとする回答が多くみられた。一方で障害ア
ンケートでは身体的理由とする回答が３分の２を占めた。

Q3．Q１で「この１年間スポーツを行っていない」と回答した方にお聞きし
ます。これからスポーツ活動を始めたいと思いますか（１つだけ）

①10.5

①4.8

①23.1

②47.4

②14.3

②38.5

③30.3

③76.2

③38.5

④11.8

④4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-76)

（障害-21)

(団体会員・施設-13)

①思う ②きっかけがあれば始めたいと思う ③思わない ④無回答

Q1でスポーツ活動を行っていない方にこれからスポーツ活動を始めたいか尋
ねたところ、一般のアンケートと団体会員・施設利用者のアンケートではきっ
かけがあれば始めたいを含め、６割程度はスポーツ活動を始める意欲が見られ
た。一方障害のアンケートでは２割弱にとどまっている

Q４．Q１でスポーツを行っていると回答した方にお聞きします。スポーツを
行った理由は何ですか（いくつでも）

Q1でスポーツ活動を行っていると回答した方に理由を尋ねたところ、健康や
体力の維持促進、運動不足の解消が３つのアンケートすべてで高い割合となっ
た。また、団体会員・施設利用者においては仲間との交流・付き合いと回答し
た方が多くなった

60.6%

22.6%

55.7%

10.3%

13.9%

17.6%

18.2%

5.1%

51.9%

15.7%

46.3%

12.0%

12.0%

12.0%

21.3%

7.4%

70.3%

25.9%

45.5%

16.6%

49.0%

27.9%

2.1%

9.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

①健康や体力の維持増進

②ストレスの解消

③運動不足の解消

④気力精神力等の維持増進

⑤仲間との交流・付き合い

⑥余暇の楽しみ・生活を楽しく

⑦ただ何となく

⑧その他

(一般-584) （障害-108) (団体会員・施設-290)

12.8%

9.6%

3.8%

11.3%

45.4%

36.5%

15.2%

6.2%

16.7%

5.6%

3.7%

14.8%

41.7%

36.1%

7.4%

16.7%

70.0%

20.3%

27.6%

16.6%

27.6%

19.7%

5.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①所属しているクラブやサークルへの参加

②教室やレッスンへの参加

③イベントや大会への参加

④施設での自由な運動・スポーツ

⑤屋外でのランニング、ウォーキング

⑥自宅での体操やトレーニング

⑦その他

⑧無回答

(一般-584) （障害-108) (団体会員・施設-290)

Q５．Q１でスポーツを行っていると回答した方にお聞きします。スポーツを
どのように実施しましたか（いくつでも）

Q1でスポーツ活動を行っていると回答した方にどのように実施したか尋ねた
ところ、団体会員・施設利用者においては所属クラブへの参加やイベント・大
会の割合が高く、一般・障害においては屋外でのランニング・ウォーキング、
自宅でのトレーニングが高い割合となった。

10.6%

5.8%

5.8%

36.5%

2.4%

12.5%

5.0%

15.6%

3.8%

1.9%

55.3%

7.0%

3.9%

5.8%

15.7%

2.8%

1.9%

36.1%

2.8%

8.3%

3.7%

19.4%

8.3%

2.8%

47.2%

8.3%

1.9%

14.8%

50.3%

14.5%

23.4%

17.9%

13.4%

12.1%

9.0%

15.9%

25.9%

0.7%

20.7%

7.9%

3.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①公共:市内スポーツ施設

②公共:市外スポーツ施設

③学校の体育館等

④自宅

⑤クラブの活動場所

⑥民間インドア施設(フィットネスクラブ・ジム等)

⑦民間アウトドア施設(ゴルフ場等)

⑧公園

⑨公民館

⑩空き地

⑪歩道・道路

⑫自然環境(山・川・海等)

⑬その他

⑭無回答

(一般-584) （障害-108) (団体会員・施設-290)

Q６．Q１でスポーツを行っていると回答した方にお聞きします。主にスポー
ツを行った場所はどこですか（いくつでも）

Q1でスポーツ活動を行っていると回答した方に主にスポーツを実施した場所
を尋ねたところ、一般・障害においては歩道・道路、自宅が高い割合を占め、
団体会員・施設利用者においては市内公共スポーツ施設が高い割合となった。

船橋市 スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）

①15.3

①10.9

①15.5

②13.5

②11.6

②13.2

③16.4

③16.3

③42.9

④11.8

④7.8

④17.5

⑤31.5

⑤37.2

⑤6.6

⑥11.5

⑥16.3

⑥4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

(団体会員・

施設-303)
①ほぼ毎日 ②週4～5回程度
③週2～3回程度 ④週1回程度
⑤それ以下 ⑥この１年間スポーツを行っていない

46.6％

89.1％

57.0％

スポーツ活動について

4



Q7．この1年間に行ったスポーツは何ですか。（学校の体育の授業として行ったものや、職業として行ったも
のは除きます。）（自宅でオンラインやTVを介して実施したものも含まれます。）（いくつでも）

この１年間に行った運動・スポーツ活動について、一般、障害の両アンケートで「ウォーキング（散歩・ぶ
らぶら歩き・一駅歩きなどを含む）」が７割を超えており最も多かった。また、「体操（ラジオ体操・職場体
操・美容体操等）」「トレーニング(筋力トレーニング・トレッドミル[ランニングマシーン]・エアロバイク・
室内運動器具を使ってする運動等)」「階段昇降(2アップ3ダウン等)」が２割程度と高い割合となった。
一方で「この1年間に運動・スポーツはしなかった」は一般アンケートで11.5％、障害アンケートで16.3％

であった。
※一般・障害の両アンケートで1％に満たないスポーツはグラフから省略しています。

船橋市スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）
スポーツ活動について

5

73.5%

19.4%

10.5%

13.0%

18.2%

20.9%

6.5%

1.2%

3.8%

4.1%

1.7%

2.4%

2.3%

2.7%

1.8%

3.5%

6.1%

7.0%

1.4%

1.1%

1.8%

1.7%

1.7%

5.2%

1.1%

1.2%

3.6%

2.4%

2.9%

3.5%

2.0%

1.5%

1.5%

1.1%

0.8%

11.5%

70.5%

17.8%

4.7%

14.0%

17.8%

26.4%

2.3%

0.8%

2.3%

3.1%

1.6%

1.6%

0.8%

1.6%

0.8%

3.9%

2.3%

2.3%

2.3%

0.0%

1.6%

0.8%

0.0%

3.1%

1.6%

0.8%

1.6%

2.3%

1.6%

2.3%

2.3%

0.8%

0.8%

2.3%

1.6%

16.3%

0% 20% 40% 60% 80%

(1)ウォーキング(散歩・ぶらぶら歩き・一駅歩きなどを含む)

(2)階段昇降(2アップ3ダウン等)

(3)ランニング(ジョギング)・マラソン・駅伝

(4)サイクリング・自転車・BMX

(5)ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ・ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾏｼｰﾝ・ｴｱﾛﾊﾞｲｸ・室内器具を使ってする運動等)

(6)体操(ラジオ体操・職場体操・美容体操等)

(7)エアロビクス・ヨガ・バレエ・ピラティス

(8)縄跳び・ダブルダッチ

(9)ダンス(ﾌﾞﾚｲｸﾀﾞﾝｽ ・ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ・ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ・社交ﾀﾞﾝｽ・民謡踊り・ﾌﾗﾀﾞﾝｽ等)

(10)水泳(競泳・水球・飛び込み・ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ・ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ等)

(11)アクアエクササイズ・水中ウォーキング

(12)野球(硬式・軟式等)

(13)キャッチボール

(14)テニス・ソフトテニス

(15)バドミントン

(16)卓球(ラージボール含む)

(17)ゴルフ(コースでのラウンド)

(18)ゴルフ(練習場・シミュレーションゴルフ)

(19)ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ・ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ・ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ・ｽﾅｯｸﾞｺﾞﾙﾌ・ﾃﾞｨｽｸｺﾞﾙﾌ・ﾊﾟﾀｰｺﾞﾙﾌ等

(20)バレーボール・ビーチバレー・ソフトバレーボール

(21)バスケットボール・3×3・ポートボール

(22)サッカー

(23)フットサル

(24)ボウリング

(25)テコンドー・太極拳・合気道

(26)剣道・居合道・なぎなた・銃剣道

(27)登山・トレッキング・トレイルランニング・ロッククライミング

(28)キャンプ・オートキャンプ

(29)ハイキング・ワンダーフォーゲル・オリエンテーリング

(30)釣り

(31)スキー

(32)スノーボード

(33)レクリエーションスポーツ

(34)ボッチャ

(35)その他

(36)この1年間に運動・スポーツはしなかった

(一般-660) (障害-129)



Q8．パラスポーツに関心はありますか（１つだけ）
※団体・施設利用者アンケートにおいてはこの設問は無し
パラスポーツへの関心について尋ねたところ、一般アンケート、障害アンケート
ともに関心が無い、もしくはパラスポーツを知らないと答えた方が４割を超える
結果となった。
（参考）第二次計画策定時（R1）に行った一般アンケートでは③④が20.4％

障害アンケートでは③④が28.1％

Q10．Q8で①～③と回答した方にお聞きします。パラスポーツをしたことがあ
りますか（１つだけ）（※団体・利用者アンケートでは全員に質問）

「パラスポーツを知らない」と回答した方以外にパラスポーツをしたことがある
か尋ねたところ、一般と障害のアンケートでは約２倍の差が生まれた。また、団
体会員・施設利用者においては、半数近くが行ったことがあると回答された。

①15.2

①25.6

②38.0

②31.8

③29.1

③24.8

④17.7

④17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

①ある ②どちらともいえない ③ない ④パラスポーツを知らない

①7.9

①16.0

①46.5

②92.1

②84.0

②53.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-543)

(障害-106)

(団体会

員・施設-

303)
①ある ②ない

Q11．Q10でパラスポーツをしたことがあると答えた方にお聞きします。したこ
とがあるスポーツは何ですか。（いくつでも）

パラスポーツをしたことがあると回答した方にそのスポーツを尋ねたところ、全
てのアンケートでボッチャと回答した方が８割超となった。

83.7%

7.0%

2.3%

0.0%

9.3%

0.0%

2.3%

4.7%

0.0%

9.3%

94.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.8%

95.0%

14.2%

0.7%

0.0%

8.5%

0.0%

10.6%

2.8%

0.7%

21.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ボッチャ

②車いすバスケ

③車いすラグビー

④車いすテニス

⑤パラバレーボール（座位）

⑥車いすフェンシング

⑦ゴールボール

⑧ブラインドサッカー

⑨パラバドミントン

⑩その他

(一般-43) （障害-17) (団体会員・施設-141)

Q12．パラスポーツの普及や啓発に向け、どのような取り組みが必要と考えます
か。（３つまで）

パラスポーツの普及・啓発に向け必要な取り組みを尋ねたところ、全アンケート
で広報ふなばしやホームページ等での周知と回答した方が最も多かった。次いで
体験会をもっと開催すべきとの回答が多くを占めた。
一方でわからない、特になしといった回答も多くみられた。

31.7%

3.6%

23.8%

3.8%

15.8%

14.4%

10.0%

23.3%

16.7%

22.6%

27.9%

2.3%

24.8%

7.0%

10.9%

9.3%

7.0%

14.0%

24.8%

30.2%

46.2%

7.6%

43.9%

7.6%

26.4%

6.9%

14.5%

18.8%

9.6%

9.6%

0% 20% 40%

①広報ふなばしやホームページ等

でもっと周知するべき

②講演会をもっと開催すべき

③体験会をもっと開催すべき

④指導者の育成にもっと力を入れ

るべき

⑤活動団体をもっと紹介すべき

⑥活躍している選手をもっと紹介

すべき

⑦用具の貸し出し物品・場所を

もっと増やすべき

⑧学校の授業でもっと教えるべき

⑨わからない

⑩特になし

(一般-660) （障害-129) (団体会員・施設-303)

船橋市 スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）
パラスポーツについて
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17.0%

46.0%

9.0%

48.0%

5.0%

17.0%

7.0%

1.0%

5.0%

24.2%

30.3%

18.2%

27.3%

6.1%

18.2%

3.0%

9.1%

24.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①身近に障害のある人がいるから

②パラスポーツを見て興味を持っ

たから

③パラスポーツを体験したことが

あるから

④パラリンピックが開催されてい

るから

⑤広報ふなばし等の市からの情報

で知ったから

⑥新聞・テレビ・ラジオ・雑誌等

で知ったから

⑦仕事等で関係しているから

⑧普段から自分や家族が行ってい

るから

⑨その他

(一般-100) （障害-33)

一般アンケート、障害アンケートともに、パラスポーツを見て興味を持ったから、
パラリンピックが開催されているからといった回答が多くを占めた。

Q9．Q8でパラスポーツに関心があると答えた方にお聞きします。パラスポーツ
に関心を持ったきっかけはなんですか。(いくつでも) ※団体・施設利用者アン
ケートにおいてはこの設問は無し



船橋市スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）
プロスポーツ（千葉ジェッツ・クボタスピアーズ）について（※団体会員・施設利用者はアンケートなし）

Q13．千葉ジェッツふなばしやクボタスピアーズを知っていますか（１つだけ） Q15．Q13で「①知っている」と回答された方にお聞きします。チームの関係するイベントや地域
活動に参加したことがありますか。(試合観戦は除きます)(1つだけ)

千葉ジェッツふなばしを知っているか尋ねたところ、一般アンケートで９割弱、障害アンケートで８割弱と、
高い認知度を誇った。また、クボタスピアーズを知っているか尋ねたところ、一般アンケートで３割程度、障
害アンケートで2割程度にとどまった。

千葉ジェッツふなばし、クボタスピアーズを知っていると回答した方に、イベントや地域活動に参加したこと
があるか尋ねたところ、一般、障害ともに、１割未満にとどまった。

①88.0

①79.1

①31.1

①22.5

②12.0

②20.9

②68.9

②77.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(一般-660)

（障害-129)

(一般-660)

（障害-129)

千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

ク
ボ
タ

ス
ピ
ア
ー
ズ

①知っている ②知らない

①8.3

①3.9

①7.3

①6.9

②91.7

②96.1

②92.7

②93.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(一般-581)

（障害-102)

(一般-205)

（障害-29)

千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

ク
ボ
タ

ス
ピ
ア
ー
ズ

①知っている ②知らないある ない

Q14．Q13で「①知っている」と回答された方にお聞きします。チームに関心はありますか。
(1つだけ)

①21.7

①17.6

①14.1

①24.1

②37.0

②38.2

②34.1

②31.0

③29.1

③32.4

③39.5

③37.9

④12.2

④11.8

④12.2

④6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(一般-581)

（障害-102)

(一般-205)

（障害-29)

千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

ク
ボ
タ

ス
ピ
ア
ー
ズ

①ある ②やや関心がある ③あまり関心がない ④ない

知っていると回答した方に、チームに関心があるか尋ねたところ、やや関心があるを含めると、５
割程度が関心があると回答した。

①5.0

①4.9

①2.9

②2.1

②2.9

②1.0

②3.4

③27.0

③21.6

③16.1

③20.7

④65.9

④70.6

④80.0

④75.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(一般-581)

（障害-102)

(一般-205)

（障害-29)

千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

ク
ボ
タ

ス
ピ
ア
ー
ズ

①定期的に(シーズンに3回以上)観戦する ②定期的に(シーズンに2回以下)観戦する

③定期的ではないが、過去に試合を観戦したことがある ④ない

Q16．Q13で「①知っている」と回答された方にお聞きします。試合観戦の経験はありますか
（テレビ等での観戦も含む）。(1つだけ)

知っていると回答した方に、試合観戦の経験について尋ねたところ、千葉ジェッツにおいては３割
程度、クボタスピアーズについては２割程度が観戦経験があると回答した。
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船橋市スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）
プロスポーツの推進について（※団体会員・施設利用者はアンケートなし）

Q17．市がプロスポーツチーム等と連携・協力することについてどう考えますか。(1つだけ) Q19．Q17で「①推進すべきだと思う」と回答された方にお聞きします。市がプロスポーツチーム等と連携・
協力することについて、市はどのような役割を担う必要があると考えますか。(3つまで)

Q18．Q17で「①推進すべきだと思う」と回答された方にお聞きします。推進すべきだと思っ
た理由を選んでください。(3つまで)

Q20．Q17で「①推進すべきだと思う」と回答された方にお聞きします。市が協力・支援をするプロスポーツ
チーム等に取り組んでもらいたいことはありますか。(3つまで)

①59.5

①51.2

②37.0

②46.5

③3.5

③2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(一般-660)

（障害-129)

①推進すべきだと思う ②どちらでもない ③あまり推進すべきではないと思う

プロスポーツチームとの連携・協力について尋ねたところ、一般、障害の両アンケートともに、過半数が推進
すべきと回答した。

43.8%

53.9%

41.2%

9.9%

51.1%

29.5%

0.5%

0.3%

47.0%

54.5%

36.4%

9.1%

54.5%

53.0%

1.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①船橋市のスポーツ振興に貢献しているから

②船橋市をPRする効果があるから

③船橋市に経済効果があるから

④応援しているから

⑤子どものスポーツ活動に良い影響があるから

⑥地域の一体感を生むきっかけとなると思うから

⑦その他

⑧無回答

(一般-393) （障害-66)

推進すべきと回答した方にその理由を尋ねたところ、市をPRする効果があると回答した方が最も多く、次いで
子どものスポーツへの良い影響を理由として挙げる方が多かった。また、障害のアンケートにおいては、地域
の一体感を生むきっかけとなるとした回答が一般のアンケートと比べて非常に高い結果となった。

52.2%

38.4%

40.7%

40.7%

41.2%

22.6%

0.5%

0.8%

62.1%

40.9%

34.8%

34.8%

42.4%

36.4%

1.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①チームPR

②チームと連携したシティプロモーション

③イベント等の企画・運営

④地域住民とチームの交流機会の創出

⑤活動場所の提供

⑥活動資金の支援

⑦その他

⑧無回答

(一般-393) （障害-66)

市の役割について尋ねたところ、一般、障害の両アンケートともに、チームのPRとの回答が最も多かった。

61.1%

29.0%

17.0%

46.3%

21.1%

7.4%

49.6%

0.5%

3.3%

60.6%

30.3%

15.2%

48.5%

27.3%

18.2%

43.9%

1.5%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①児童生徒へのスポーツ教室の開催

②体育授業などでの直接指導

③大人向けのスポーツ教室

④イベント等での市民との交流

⑤学校運動部との合同練習

⑥見守り活動など地域への貢献活動

⑦試合観戦への招待

⑧その他

⑨特になし

(一般-393) （障害-66)

プロスポーツチームに取り組んでもらいたいことを尋ねたところ、児童生徒へのスポーツ教室の開催、イベン
ト等での市民との交流、試合観戦への招待の３つが、一般、障害の両アンケートともに高い割合を占めた
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船橋市スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）
その他

Q21．過去10年間で、市内全域でスポーツ活動のできる場所が増えた
と思いますか。(1つだけ)

Q23．現在、スポーツ活動に関する情報は、どのようなもので入手しま
すか。(いくつでも)

Q22．過去10年間で、市内全域でスポーツ大会・イベントが増えたと
思いますか。(1つだけ)

Q24．スポーツに関するどのような情報を知りたいと思いますか。(いく
つでも)

スポーツ活動に関する情報の入手について、広報ふなばしで入手すると
回答した方が最も多く、新聞・テレビ・ラジオ、市ホームページ以外の
インターネットと回答した方も多かった。

①12.9

①13.2

②21.4

②32.6

③5.8

③5.4

④60.0

④48.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

①増えたと思う ②変わらないと思う
③減ったと思う ④わからない

①12.1

①15.5

②19.1

②29.5

③2.6

③2.3

④66.2

④52.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(一般-660)

（障害-129)

①増えたと思う ②変わらないと思う
③減ったと思う ④わからない

46.1%

27.3%

9.5%

11.5%

36.8%

21.5%

1.8%

1.1%

6.7%

46.5%

33.3%

9.3%

9.3%

18.6%

13.2%

2.3%

1.6%

20.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①広報ふなばし

②新聞・テレビ・ラジオ

③口コミ

④船橋市ホームページ

⑤インターネット

(SNS含む・船橋市ホームページ以外)

⑥公共施設でのパンフレット・

チラシ・ポスター・リーフレット

⑦雑誌・書籍

⑧その他

⑨無回答

(一般-660) （障害-129)

24.4%

8.2%

17.3%

20.6%

4.5%

22.6%

17.0%

19.8%

8.2%

9.5%

10.6%

0.8%

33.2%

22.5%

13.2%

19.4%

17.8%

5.4%

10.9%

12.4%

18.6%

6.2%

6.2%

9.3%

0.8%

47.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①スポーツの種類や楽しみ方の紹介

②パラスポーツや新しいスポーツの情報

③スポーツの効果や健康に関する情報

④市内スポーツ観戦情報

⑤スポーツボランティアに係る情報

⑥近隣のスポーツ施設情報

⑦初心者向けスポーツ教室について

⑧スポーツ関連行事・イベント情報

⑨近隣スポーツチーム、サークル等の紹介

⑩市ゆかりのトップアスリートの活躍について

⑪アスリートとの交流イベント等について

⑫その他

⑬特になし

(一般-660) （障害-129)

Q25．スポーツ活動の推進に関して市に期待することはありますか。(3
つまで)

52.3%

17.4%

17.3%

11.2%

18.8%

9.4%

10.8%

4.1%

6.4%

2.6%

1.8%

2.3%

2.7%

1.7%

6.2%

2.6%

20.6%

41.1%

14.0%

14.7%

34.1%

11.6%

3.9%

3.9%

7.0%

3.1%

2.3%

3.1%

1.6%

0.0%

0.0%

0.8%

0.8%

35.7%

38.9%

24.1%

22.4%

22.8%

25.4%

22.4%

12.5%

5.0%

7.9%

4.3%

0.0%

9.2%

3.6%

4.6%

0.0%

3.3%

8.3%

0% 20% 40% 60%

①歩いたり走ったり自転車で

走行しやすい街づくりを進める

②気軽に参加できるスポーツイベントを開催する

③年齢に応じたスポーツ教室や講座の充実

④高齢者・障害者が参加しやすい

スポーツ講座や環境を整える

⑤スポーツ施設・まちかどスポーツ広場等の充実

⑥学校体育施設の開放・整備

⑦スポーツ活動に関する情報提供、

スポーツ施設に関する情報提供を充実させる

⑧医師やスポーツ関係者が積極的に

健康・体力づくりの相談に応じる

⑨子どもと大人が一緒に活動できる

スポーツクラブを作る

➉国際大会・全国大会を誘致する

⑪青少年のスポーツ活動の充実、促進する

⑫スポーツ指導者の育成と派遣システムを作る

⑬野外活動行事を充実させる

⑭学校と地域が連携した

運動会等の事業を実施する

⑮スポーツ活動を行なうことにより市民に

インセンティブ（ポイント制、表彰等）が与えられる

⑯その他

⑰特になし

(一般-660) （障害-129) (団体会員・施設-303)

市内のスポーツ活動ができる場所について、一般、障害両アンケートと
もに、増えたと思うと回答した方が、減ったと思うと回答した方を上
回った。

市内のスポーツ大会・イベントについて、一般、障害両アンケートとも
に、増えたと思うと回答した方が、減ったと思うと回答した方を上回っ
た。

特になしと回答した方が最も多く、それ以外ではスポーツの種類や楽し
み方、観戦情報、スポーツ施設の情報などが２割を超える回答となり、
知りたいスポーツ情報は多岐にわたった。

歩いたり走ったり自転車で走行しやすい街づくりを期待する方が3つの
アンケート全てで最も多かった。また、②～④のイベントや教室の充実
に関する項目や、⑤施設の充実についてが高い割合となった。
また、特になしと回答した方も多かった。
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船橋市スポーツ活動に関するアンケート報告書（概要版）
その他、日頃のスポーツ活動や市内の施設利用等において感じることなど（自由記述）

具体的な内容主な要望分類
運動施設までの交通手段が欲しい。特
に市内の中に欲しい。例:パークゴル
フ場とか

施設への送迎手段の充実、高
齢者・障害者向けの送迎、バ
ス路線の拡充

交通アクセス・
移動手段1 パークゴルフ場への送迎手段を考えて

欲しい。例えば、老人福祉センター送
迎バス、高校の送迎バス、霊園の送迎
バスの流用等。

パークゴルフ場への送迎手段

冬時間の設定(16時半で終了するよう
開始時間を早める)もしくは冬料金の
設定(最終コマは1.5時間料金)などご
検討願います。

冬季営業時間短縮への対応

テニスコート等
屋外施設の冬季

対応
2 北習志野、高根木戸の冬場テニスコー

ト3～5時の料金の見直しをお願いし
たい。

冬季料金の見直し

冬は日照時間が短く、照明設備のない
テニスコートは16時半以降は使えて
いません。

照明設備の充実

公民館の駐車場が少ない駐車場の増設

駐車場の不足・
拡充3

スポーツ施設の駐車場料金が高い。駐車場料金の無料化・割引

身体障害（車椅子）の子どもと外で運
動をしたいのですが、（市の公園など
の）障害者用の駐車場をもう少し増や
してもらえたら、もっと気軽に出掛け
られる。

障害者向け駐車場の改善

運動施設（学校の体育館も含めて）に
エアコン設備のないところが多いです。
暑い夏にも運動したいが熱中症が不安
です。

冷暖房設備の充実

施設の老朽化・
設備改善4 屋外施設（公園・まちかどスポーツ広

場・運動公園）のトイレ等のメンテナ
ンスを行って欲しい。

施設の修繕・メンテナンス

中核都市にふさわしい船橋アリーナの
スポーツ施設更新を希望します。施設の更新・リニューアル

具体的な内容主な要望分類
障害児も通えるプール教室が市内にないため市川
市の教室の利用を検討している。障害児を連れて
いける体操教室などもあれば利用したい。

障害児向けプログラ
ムの不足

障害者・高齢
者向けプログ
ラムの拡充

5

障害有無に関わらず誰でも参加できるイベントが
あったら是非とも参加したいと思っています。

インクルーシブス
ポーツの推進

パラスポーツは、用具が高価で揃えることが難し
いですが、パラスポーツ車を体育館に置いて、自
由に使えるよう強く希望します。

パラスポーツ用具の
充実

障害者が一人で利用できる施設や参加できるプロ
グラムを具体的に教えてほしい。障害者向け情報提供

小学生の息子が地域の剣道教室に参加しているが、
進学先の中学に部活がない。小6まで頑張って続
けても、その後の受け皿がないので、中学生の部
活動を充実させて欲しい。

部活動の充実学校施設開
放・部活動の

充実
6

学校施設の開放の際に、学校の責任者不在であっ
てもクラブチームの代表及び責任者が居れば活動
ができるようにしてほしい。

学校施設開放の利便
性向上

テニスコートをもっと増やしてほしい。テニスコートの増設

施設の充実・
拡充要望7

体育館施設をもう一つ増やしてほしいです。4地
域ごとにあるのが理想です。体育館の増設

公園の中に体を動かすことのできる器具を作って
ほしい。公園施設の充実

船橋アリーナは東船橋から遠いので、南部地区に
もプール施設やジムなどがあるといい。プール施設の充実

北習志野近隣公園のテニスコートを使う事が多い
のですが、支払い手続きをコートでできない事に
不便を感じます。

オンライン予約・
ペーパーレス化

利用手続き・
予約システム
の改善

8

市は、もっと沢山のサークル情報を集めて、市民
にスポーツへの参加機会を増やす活動をすべきだ
し、支援金など活動を活発にするための施策を実
施して欲しい。例えば、週に2回位仕事終わりに
卓球でもやって健康になりたいな。と思ったとき
に、市のLINEなんかで簡単に探せたりすると便利

サークル情報の集約

市内のスポーツ施設はいつも同じ人が予約し埋
まっている。なかなか自由に予約できないのが現
状だ。自由に使えるようになればいいと思う。

予約の取りやすさ

市の施設は利用方法が簡単ではないイメージがあ
ります。気軽に使えるように工夫してほしい利用方法の簡易化

具体的な内容主な要望分類
街中を歩いたり走ったりする時に歩道
が狭いし歩道といえない場所が多すぎ
る。もっと歩道を整備するべきではな
いのか。

ランニング・ウォーキ
ング環境

歩道・道路
環境の整備9

道路を整備して、サイクリングやラン
ニング、ウォーキングが安心してでき
るようにしてほしい。

道路整備全般

公民館の存在はありがたいが、体操グ
ループの人数が減り、賃料が払えず回
数で調整している。健康に関する利用
などは賃料を下げてほしい。

利用料金の低廉化

施設使用料
の無料化・
補助金

10
市民向けの、筋力トレーニングを無料
又は安く使用できる場所が数カ所ほし
い。

安価なトレーニング施
設の設置

高齢者が無料で利用できる施設が増え
ると、運動をする機会が増えますので
現役世代としても嬉しいです。

高齢者向けの無料利用

プロスポーツチームのための施設が不
十分である。プロの試合ができる野球
場、サッカー場、ラグビー場がないの
で、集客が見込めて経済効果のあるプ
ロスポーツがバスケットボールしかな
い。

施設不足への対応
プロスポー
ツチームと
の連携

11

ラグビーの普及活動が足りていないと
感じる。ラグビー活動が可能な施設が
あればプロ、アマ問わずラグビーの普
及に貢献できるのではないか。

ラグビーの普及

近場にあるスポーツ施設の紹介やレン
タル方法、利用方法等を分かりやすく
発信していただけるとありがたいです。

施設情報の充実情報提供・
施設案内の
充実

12
施設の詳細（設備内容、アクセス、料
金、利用条件）が分かる案内がほしい。情報提供の必要性

浦安スポーツフェア2025に家族で参加
しとても楽しかったので、船橋市でも
同じようなスポーツイベントがあれば
参加してみたいです。

スポーツイベントの開
催

その他の要
望13

無料で参加できるイベントを多く開催
してほしい。無料イベントの開催

10
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 スポーツ基本法第１０条に定められた「スポーツ基本計画を参酌して、その地方の実情に即した
スポーツの推進に関する計画」であり、スポーツ基本法に基づき本市における市民のスポーツ活動
に関する施策の計画的な推進を図るために計画されたもの。 

 国の「スポーツ基本計画」及び県の「千葉県スポーツ推進計画」を参酌するとともに、船橋市の
他計画との連携・整合を図りながら、船橋市の状況を踏まえ、市民のスポーツ活動を推進するため
の計画として位置づけます。 
 また、第三次船橋市生涯学習基本構想・推進計画（ふなばし一番星プラン）において、生涯スポ
ーツ推進計画は、生涯スポーツ分野に関する事業の推進を担うこととされています。 

第３次船橋市総合計画 

・船橋市教育大綱 
・船橋の教育２０２０（船橋市教育振興基本計画） 
・第三次船橋市生涯学習基本構想・推進計画 
（ふなばし一番星プラン） 

第三次船橋市生涯スポーツ推進計画 

生涯スポーツ分野 

 令和９年（２０２７年）度から令和１３年（２０３１年）度までの５年間 
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・市主催事業の参加者数 
⇒参加者数は順調に増加している。 

  引き続き事業の周知等、参加者数の 
増加を推進するための施策を行っていく。 

・市体育施設の利用者数 
 ⇒令和６年度は運動公園陸上競技場の工事、令和７年度は 

武道センターの工事が行われ、施設を利用できない期間等が 
あったため、利用者数が減少となった。 
工事による影響を除くと概ね増加と予想できるため、施設の 
周知をより一層図っていく。 

・スポーツ関係団体の団体数・会員数 
 ⇒令和 7 年度においては団体数、会員数ともに減少。 
  4 年間を通してみても減少傾向にあり、 

団体の活性化等の施策が必要と考えられる。 
 
・地域住民との連携・協働により行った事業の実施回数 
 ⇒令和 6 年度までは増加傾向であったが令和 7 年度に 

ついては減少となった。 
全体としては増加傾向であるため引き続き推進していく。 

52.3%

17.4%

17.3%

11.2%

18.8%

9.4%

10.8%

41.1%

14.0%

14.7%

34.1%

11.6%

3.9%

3.9%

38.9%

24.1%

22.4%

22.8%

25.4%

22.4%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①歩いたり走ったり自転車で

走行しやすい街づくりを進める

②気軽に参加できるスポーツイベントを開催する

③年齢に応じたスポーツ教室や講座の充実

④高齢者・障害者が参加しやすい

スポーツ講座や環境を整える

⑤スポーツ施設・まちかどスポーツ広場等の充実

⑥学校体育施設の開放・整備

⑦スポーツ活動に関する情報提供、

施設に関する情報提供を充実させる （10％超える意見を抜粋）

(一般-660) （障害-129) (団体会員・施設-303)

①27.9

①33.9

①15.2

①25.6

②47.2

②20.7

②38.0

②31.8

③15.6

③19.8

③29.1

③24.8

④4.8

④8.3

④17.7

④17.8

⑤4.5

⑤17.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R元(一般-398)

R元(障害-121)

R7(一般-660)

R7(障害-129)

①ある ②どちらともいえない ③ない ④パラスポーツを知らない ⑤未回答

①6.0

①5.8

①15.3

①10.9

①15.5

②6.5

②8.3

②13.5

②11.6

②13.2

③13.6

③13.2

③16.4

③16.3

③42.9

④16.1

④15.7

④11.8

④7.8

④17.5

⑤12.1

⑤13.2

⑤31.5

⑤37.2

⑤6.6

⑥45.7

⑥41.3

⑥11.5

⑥16.3

⑥4.3

⑦2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R元(一般-398)

R元（障害-121)

R7(一般-660)

R7（障害-129)

R7(団体会員・

施設-303)
①ほぼ毎日 ②週4～5回程度
③週2～3回程度 ④週1回程度
⑤それ以下 ⑥この１年間スポーツを行っていない
⑦未記入

 
【策定方針】 

第二次計画におけるスポーツ推進の状況を評価しつつ、改正スポーツ基本法（令和 7 年 9 月施行）や
令和７年度に行ったスポーツ活動に関するアンケート踏まえ内容を更新する 

【第二次計画における目標値と測定指標】 

 

 

 

 

 

 令和７年度にスポーツ活動に関するアンケート調査を実施し、１８歳以上の週１回以上のスポーツ実
施率は、第二次計画策定時のアンケートの 42.2％から約 15％増加。目標値である 70％には届いていな
いものの、実施率は着実に向上。 
  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【アンケート調査の結果】 ※詳細は「アンケート概要版」参照 
 令和 7 年度に（１）一般、（２）障害、（３）スポーツ関係団体会員・施設利用者、の３種類に分け
てアンケート調査を行った。 
 
① スポーツの実施頻度について 
令和元年度アンケート調査では、週１回以上の割合が一般で 42.2％、障害で 43.0％となっていた

が、令和７年度に行ったアンケートでは、一般で 57.0％、障害で 46.6％となり、スポーツ実施率の向
上がみられた。 

なお、令和７年度に行ったスポーツ団体の会員、施設利用者においては 89.1％となり、一般、障害
と比較して非常に高い結果となった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② スポーツ活動の推進に関して市に期待すること 
特に「気軽にスポーツを行える、気軽にスポーツに参加できる環境づくり」を求めていることが分か

った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
③ パラスポーツへの関心度について 

令和元年度アンケート調査では「関心がある」回答した方が一般で 27.9％、障害で 33.9％であった
が、令和７年度アンケート調査では一般で 15.2％、障害で 25.6％となり関心度の低下がみられた。 

 
 
 
 

 参加者数 
令和４年度 120,154 人 
令和５年度 128,456 人 
令和６年度 131,350 人 
令和 7 年度 135,981 人 

 利用者数 
令和４年度 2,215,559 人 
令和５年度 2,555,532 人 
令和６年度 2,426,135 人 
令和 7 年度 2,397,672 人 

 団体数 会員数 
令和４年度 65 36,546 人 
令和５年度 65 34,528 人 
令和６年度 65 36,678 人 
令和 7 年度 64 35,144 人 

 実施回数 
令和４年度 280 回 
令和５年度 379 回 
令和６年度 401 回 
令和 7 年度 371 回 

第三次船橋市生涯スポーツ推進計画骨子案 

令和元年(2019 年)度 
４２.２％ 

【目標値】 
令和 8 年(2026 年)度 

７０％ 

【目標値】ス ポ ー ツ 実 施 率（週 1 回以上スポーツを行う 18 歳以上の割合）の向上 

令和 7 年(2025 年)度 
５７.０％ 

【測定指標】計画の進捗状況を把握することを目的に、基本施策それぞれに毎年測定が可能な
指標を設定し確認を行う 

基本施策１【機会づくり】の毎年測定指標（方向性↗） 

基本施策２【環境づくり】の毎年測定指標（方向性↗） 

基本施策３【人・組織づくり】の毎年測定指標（方向性↗） 

事業参加者数、施設利用者数、連携・協働事業実施回数の増加が、スポーツ実施率向上に寄与 
さらなる実施率向上のため減少傾向にある団体数・会員数を増やし団体の活性化を図る必要 

二次計画の評価 
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施策１．広く市民を対象としたスポーツの推進 重点施策 

２．子供のスポーツ機会の充実と体力向上 
３．働き盛り世代・子育て世代や女性のスポーツ 

参加の促進 
４．高齢者のスポーツへの参加の促進と 

生きがいづくり 
５．障害のある人もない人も楽しめる 

スポーツの推進 重点施策 

 

施策１「広く市民を対象としたスポーツの推進」 
二次計画の評価として「事業の参加者数が増加しているこ

とはスポーツ実施率の向上に寄与していると見える」こと、
「実施率向上のために減少傾向にある団体数・会員数を増や
し団体の活性化を図る」ため、引続き重点施策に設定。 
 
施策５「障害のある人もない人も楽しめるスポーツの推進」 

アンケートの結果として「パラスポーツへの関心度が低下
した」ことから、障害がある人もない人も楽しめるスポーツ
を推進するため、引続き重点施策に設定。 

 
施策１．身近な場所でスポーツを継続できる環境の整備 

２．スポーツの価値の創出 
３．スポーツにおける安全・安心の確保 重点施策 

 

施策３「スポーツにおける安全・安心の確保」 
スポーツ基本法改正に伴う「熱中症をはじめとした気候変

動によるリスクの高まり」「スポーツを行う者への暴力・誹
謗中傷対策の必要性」を勘案し、新たに重点施策として設
定。 

施策１．地域のスポーツ団体の育成・支援  
２．スポーツを支える人材の育成 
３．地域住民の連携によるスポーツの推進 重点施策 
４．船橋市特有のスポーツ文化の醸成 

 

施策 3「地域住民の連携によるスポーツの推進」 
アンケートの結果として市に対して「気軽にスポーツを行

える、参加できる環境づくりを求めている」こと。 
二次計画の評価として「事業の実施回数が増加しているこ

とはスポーツ実施率の向上に寄与していると見える」こと、
「実施率向上のために減少傾向にある団体数・会員数を増や
し団体の活性化を図る」ため、引続き重点施策に設定。 

 
【改正スポーツ基本法について】 
スポーツ基本法制定以来初の大幅改正が令和７年９月に行われた。 
平成 23 年 6 月にスポーツ基本法が制定されてからこれまで、「急速な少子化・人口減少」、「気候の変

動」、「デジタル化の進展」等、スポーツを取り巻く社会環境は大きく変化しており。これに対応するた
めの改正となる。 
その中でスポーツ基本法第三章の基本的施策について、市を実施主体とする施策が加えられた。 
 
 

＜スポーツ基本法第三章基本的施策の追加事項（市が実施主体となる事項）＞ 
  条項 施策 記載内容 

1 第 12 条第
３項 スポーツ施設の整備等 

スポーツ施設・他施設・周辺地域の総合的・複合的整備、ス
ポーツ産業事業者等との連携によるまちづくりとの一体的な
整備に努めること 

2 第 14 条第
２項 スポーツ事故の防止等 スポーツ事故の防止のためスポーツ実施環境の整備に当た

り、気候の変動への対応に特に留意すること 

3 第 16 条の
２第 2 項 

スポーツの推進に寄与す
る情報通信技術の活用 

スポーツの推進に寄与する情報通信技術の活用のための施策
を推進するよう努めること 

4 第 16 条の
３ 

発達段階に応じて継続的
に多様なスポーツに親し
む機会の確保 

幼児・児童・生徒・学生等の環境を踏まえ、スポーツ団体と
連携しながら、発達段階に応じて継続的に多様なスポーツに
親しむ機会の確保努めること 

5 第 17 条の
２ 

中学校等の生徒が継続的
にスポーツに親しむ機会
の確保 

中学校等の生徒が地域においてスポーツに親しむ機会の確保
に必要な施策に努めること（部活動の地域展開） 

6 第 17 条の
３ 

高等学校等の生徒のスポ
ーツの推進 

高等学校等の生徒のスポーツが人格形成・競技水準向上の基
盤強化において重要な役割を果たすことに鑑み、スポーツ団
体と連携して推進に努めること 

7 第 21 条の
２ 

多様な需要に応じたスポ
ーツを楽しむ機会等の確
保 

多様な需要に応じてスポーツを楽しむ機会等を確保するとと
もに、これを通じて、スポーツ産業の事業者等の事業機会の
増大及び地域経済の活性化を図るため、スポーツを楽しむ機
会等に関連する良質かつ付加価値の高いサービスの提供に必
要な環境の整備その他の必要な施策を講ずるよう努めること 

8 第 24 条の
２ 

情報通信技術を活用した
スポーツの 
機会の充実 

情報通信技術を活用したスポーツの機会※の充実が図られるよ
う努めること 
※いわゆる「e スポーツ」を指す 

9 第 29 条 暴力等の防止 

スポーツを行う者に対する、暴力、優越的な関係を背景とし
た言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたもの、性
的な言動、インターネット上の誹謗中傷等によりスポーツを
行う者の環境が害されることのないよう、必要な措置を講ず
ること 

 
 
市としてスポーツ環境の改善を図るため、基本的施策に追加された事項について第三次生涯スポーツ

推進計画に反映していくこととする。 

 

 
 

 
【めざすべき姿(第二次計画から継承)】 
 スポーツを通じてウェルビーイング（身体的・精神的・社会的に満たされた持続的な幸福や健康の状
態）向上を目指すことが、市がスポーツを推進する上での一つの大きな目的となる。 
ウェルビーイングの向上を推進するうえで、第二次計画における「めざすべき姿」は、非常に適してい
ると考え、下記のめざすべき姿を第三次計画においても、継承する。 
 
 
 
 
【基本施策・施策】（詳細は「施策の体系図」参照） 
 めざすべき姿の実現に向けて基本施策、施策を設定し方向性を定めている。 
 基本施策については第二次計画を継承し、施策並びにその具体的な内容については改正スポーツ基本
法やアンケートの結果等を踏まえて、追記・修正を行う。 
 また、社会状況や市の現状を踏まえ、重点的に取り組むべき施策を併せて設定（右列はその理由）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【計画の進捗管理・目標値】 
二次計画に引続き、目標値および測定指標を設定し計画の進捗状況を把握する。 
また、社会情勢の変化等に伴う、事業の追加や優先順位の変動に柔軟に対応するため、個別の事業は

記載せず、「各施策対応事業管理表」を作成し、計画全体の進捗状況を把握していく。 
目標値については、成人の週１回以上のスポーツ実施率について、目標値である 70％に達していな

いのが現状であるため、引続き 70％を目標に推進していく。 

第三次船橋市生涯スポーツ推進計画骨子案 

市民一人一人が生活の中で気軽に楽しくスポーツを行うことで 
健康になり、多くの仲間と共に、いきいきと過ごしている状態 

基本施策 1 [機会づくり] 
市民のスポーツに対する意識改革と市民が生活の中でスポーツに親しめる機会の充実 

基本施策 2 [環境づくり] 
市民が生涯にわたり地域でスポーツを続けられる環境の整備 

基本施策 3 [人･組織づくり] 
地域住民が行うスポーツイベントの支援と人材の育成 
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法第１６条の２第２項対応

基本施策2-2より移動

新規 法第１７条の３対応

新規 法第１２条第３項対応

新規 法第２１条の２対応

新規 法第２４条の２対応

新規 法第１４条第２項対応

新規 法第２９条対応

法第２４条の２対応

法第１６条の３
法第１７条の２対
応

部活動の地域展開を含む発達段
階に応じたスポーツに親しむ機
会の確保については、この項目
に含まれるものとして整理する。

第二次計画の基本施策2-2から
移動。取り組みそのものは残し
つつ、取り組みの位置づけにつ
いて、情報発信は環境の整備と
いうよりはスポーツの推進に資
するものと考えての移動
スポーツの魅力発信・イベント
や施設の認知度向上を含め適切
な情報発信に取り組む。

重点施策

重点施策

重点施策 重点施策

重点施策

重点施策

重点施策
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